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　　　　１




　テラツー暦五五年。

　各都市の初代の何人かはすでに亡く、テラツーはいよいクローンの時代に入ろうとしていた。

　どの都市でも、人はマリオネットと同じように生産される。

　クローン技術によって、人は工場の試験官の中から生まれてくるのだ。

　しかし、その生産される数は厳げん格かくに定められていた。無む定てい見けんに人を作り出せばいいというものではない。

　都市の生産力との兼ね合いもある。あまりに増やすと、食糧不足にすらなりかねない。まだまだ開かい拓たくされた土地は微々たる範はん囲いでしかないのだ。

　クローン技術上の問題もある。クローンとして一度に生産できる数は決まっているのだ。

　そして、人類という種しゆとして考えたとき、この不自然な状態では人を強引に増やそうとしても、必ず手痛いしっぺ返しが来ていた。

　一度、都市の一つ西せい安あんが、一年に数万単位でクローンを大量に生産したことがある。

　しかし、結果、その九五パーセント以上の死し滅めつという事態を引き起こした。

　神の怒り──というわけでもないだろうが、本来の生物としての生せい殖しよくを無視した種の保存は、原因不明のさまざまな障しよう害がいを発生させていた。

　また、クローンたちは女性というものに対する認識をいっさい持たず、結果、女性の持つ繊せん細さいさや柔やわらかさ、やさしさなどが精神から欠落してしまった者も多くいた。

　完全な男社会は軍隊的な階級や、悪あしき風土すら生み出していた。

　他にもいくつかの問題がある。

　それでもテラツーは新たな人類の生息地点としての歴史を少しずつ刻きざもうとしていた。
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「二代目……」

　病床の家いえ安やすがそばにいた若者を呼ぶ。

　彼は横になっている家安とまったく同じ顔をしていた。

　オリジナルの完全なクローンだ。

　名も家安という。

　二代目家安──

　いずれはジャポネスの指導者となることを運命づけられた若者だった。

　そして、その日はそう遠いことではない。

「父上」

　二代目家安は病床の家安をそう呼んだ。

　顔に哀かなしみがある。

　家安はニコッと笑って若者の顔に応えた。

「よい……。人は必ず死ぬ。わし一人、どうしてその運命から逃れられようか」

「……父上。そのようなことおっしゃいますな！　父上にはなんとしても生きていただかねばなりません！　このジャポネスのために！　テラツーのために！」

「もうわしは疲れたよ……」

「父上！」

「……すべてはおまえに教えた。地球の歴史。この国の成り立ち。そして……。あとはおまえたちが歴史を作っていけばいい」

「…………」

「やがてローレライ・システムも作さ動どうする……。そうすればこの星はもっとよくなる」

「ローレライ・システム……」

　二代目の家安は、父から聞いたその仕掛けのことを頭に思い浮かべた。

　遠大な計画──

　その実現にはさらなる時間がかかるかもしれない。

　自分の生きている間にはその結果を見ることができないかもしれない。

　ローレライ・システムの先にあるただ一つの結果──

　女性復活。

「……二代目」

　家安が真剣な顔で若者を見つめた。

「はい……？」

「わしはな、今思うと〝乙女おとめ回かい路ろ〟を封印したことは正解だったと思うんじゃよ」

「父上……？」

「あれは両もろ刃はの剣つるぎじゃ……。ローレライ・システムにはなくてはならないものじゃが……アクセラレーション機能が強すぎる……」

「…………」

「ドクター・ローレライは天才過ぎた。……。一歩間違えれば恐ろしい兵器となりうる」

「…………」

「感情というものはそれほど危あやういものなのじゃよ」

「……心配いりません、父上。私は……」

「おまえは心配いらぬだろう！　だが、あとの五人はどうじゃな!?」

「…………」

　あとの五人と言われて、二代目は思わず押し黙だまった。

　まだほんの少年のころ、父親に連れられて、他の五都市の後こう継けい者しやにあったことはある。

　そのとき一人の少年の目が忘れられなかった。

　金髪で、彫ほりの深い顔立ちで、視線は鋭するどく周囲を見み据すえていた。

　瞳ひとみの奥に野や望ぼうがあった。

　そして、本人はそれを隠そうとしない。

「ゲルマニア……」

　二代目の口からポツリとその都市国家の名がもれる。

「ファウストは危険じゃぞ……」

　初代の家安はそれだけ言って、静かに目を閉じた。




　ジャポネス指導者、初代徳川家安が永眠したのは、それから三日後だった。
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　長なが屋やの朝は早い。

　それはここ、小お樽たるの住む〝傘かさ張はり長屋〟でも同じだった。ちなみに、なぜこの長屋を〝傘張り長屋〟と呼ぶかというと、単純に傘張りの内職をする家が多かったことに由ゆ来らいする。もちろん、実際に傘張りするのは人間ではなく、所有のマリオネットたちであったが。




　シャッ、シャッ、シャッ……




　まだ夜が明けて間もないというのに、傘張り長屋の共同炊すい事じ場ばで、チェリーが一いつ生しよう懸けん命めいお釜かまの米を研といでいた。

「計算でいけば、あと一研ぎで、味、歯ごたえ、ビタミンＢ１の量、すべてが最適のお米になるはずだわ」




　シャッ！

「う～ん、完かん璧ぺき！　これでマスターにほっかほっかのご飯を食べていただけるわ！　きっとマスターは喜んで、そして……」

　チェリーがどこか夢見るような目つきになる。

　実はこのチェリー、かなりの夢想家だった。

　このときも、チェリーの頭の中では小樽との愛の会話がしっかり進行していたのだ。

　こんなふうに──




『マスター、いかがですか、今日のご飯は？』

『うまい！　サイコーだよ！　こんなおいしいご飯を作れるなんて、チェリー、キミはなんて素す晴ばらしいんだ！』

『ポッ』

『チェリー……今日こそ言うよ。実は今まで黙っていたけど、ボクは最高においしいご飯が炊ける女ひとを生涯の女にしようと決めていたんだあっ！』

『ええっ！　そんなぁ……うれしい♡』

『好きだ、チェリー！　ガバッ！』

『ああっ、だめ！　……マスター、やさしくしてね♡』




「なんちゃって、なんちゃって、なんちゃって！　はぢかしい～！」

　チェリーは真っ赤になって、思わず声を出した。

　それにしても、妄もう想そう癖へきのあるマリオネットって……なんだかなぁ……。

「どうしたんですか、チェリーさん」




　ドキンッ！




　いきなり声をかけられて、チェリーの心臓……いやいや、乙女回路は跳はね上がった。

「あ……じぇみに」

　振り向いたチェリーがホッとしたように胸をなで下ろす。

　背後に立っていたのは、小樽の部屋の隣となりの源じいさんのマリオネット、じぇみにだった。

「なんでもないの、なんでもない」

「そうですか」

　じぇみにはニッコリ笑うと、チェリーの横で米を研ぎ始めた。これが人間ならば、怪け訝げんな表情の一つもするところだが、マリオネットにはそういう感情がない。

　チェリーたち、乙女回路を持つマリオネットのほうが特異な存在なのだ。

「…………」

　チェリーもそのことが気になったようだった。

「ねえ、じぇみに」

「なんですか？」

　じぇみにはやはりニッコリ笑っている。

「じぇみには源じいさんのことどう思ってるの？」

「ご主人様です」

「あ、いや、そうじゃなくて……ご主人様のことをどう思ってるのか聞きたいの」

「ご主人様はお仕つかえし、服従するものです。それ以外は私のデータにはありませんが」

「う、うん」

　どこかもの悲しい思いにとらわれて、チェリーはじぇみにを見た。

　じぇみにの笑みが妙に機械的に見える。機械なのだからあたりまえなのだが、同じマリオネットとして、チェリーはやはり悲しかったのだ。

（感情がないってそういうことなの……？　私にとってマスターは……ご主人様とか、そういうものじゃなくとても大切な人……）

　もう一度、チェリーはじぇみにに聞いた。

「じぇみに、あなた、ご主人様に愛されたいと思う？」

「愛……わかりません。そのデータは私にないものです」

　じぇみには初めて困ったような表情をした。

　チェリーはじぇみにの様よう子すを見て、ますます悲しい思いを強くした。

（…………）

　じぇみにを見ていて、自分が機械だということを再認識してしまったのだ。

（私はマスターのことが好き……。でも……愛されたい）

　愛しているから愛されたい──

　実際、人間としては至し極ごく一般的なこの真理を機械であるマリオネットが思うのはほとんど奇き跡せきに近いことなのである。

　その奇跡を現出しているのが乙女回路であった。




　シャカ……シャカ……シャカ……




「あの、チェリーさん」

　ぼうっと虚こ空くうを見つめて、物思いにふけっていたチェリーにじぇみにが声をかけた。

「はい？」

　いまだ焦しよう点てん定まらぬ視線を、チェリーはじぇみにのほうに向ける。

「お米研とぎすぎなのではないでしょうか」

「いっ!?」

　お釜かまの中で、お米はすっかり角がとれて丸くなっていた。

　ぼうっと考え事をしている間中、チェリーはお米を研ぎ続けていたのだ。

「あちゃ～……」

　これもまた乙女回路のせいといえばせいであった。
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　できるかぎり音をたてないようにチェリーは部屋に戻もどった。

　もっとも、立て付けの悪い入口はどうやっても少し音が出てしまう。




　ガラ……




「…………」

　部屋の中をそっとのぞき込むと、幸いなことに小樽はいまだぐっすり眠っていた。

（よかった……）

　そう思った次の瞬間、わずかにチェリーの眉み間けんにしわが寄る。

「う～ん、小樽ぅ……」

　小樽の横に寝ていたライムが、寝返りを打ち、小樽にピトッとくっついたからだ。

（もう、ライムったらッ！）

　大声で叫ぶわけにもいかず、チェリーはブスッとした表情で唇くちびるをかみしめた。

　小樽のまわりには他にも、ブラッドベリー、新たな居い候そうろうのティーゲルとパンター、さらにはなぜか花形までいる。

（まったく、だれもかれも油ゆ断だんがならないわ！）

　そう思いながらキッチンまで行ったときだ。

「…………!?」

　キッチンに入るなり、小麦の焼けるいい匂においがチェリーの鼻び孔こうをくすぐった。

「あっ……」

　なんと、一人の少女がキッチンの中央にオーブンを据すえ付けて、パンを焼いているではないか。

　このとき、チェリーは先ほど寝ている者たちの中にルクスの姿がなかったことに気がついた。

「あなた……ルクス！」

　声に振り向くと、確かにルクスだった。

　スリット入りのミニスカートに、茶色のストッキングをはいている。上着は着ているがノーブラらしく、大きく胸の谷間がのぞく。

　後ろで髪を束たばねたリボンがやけにかわいらしかった。

「あら、おはようございます」

　ルクスは余よ裕ゆうの微笑ほほえみを浮かべて言った。

　それに対して、チェリーはムッとしたような表情になる。

「ちょっとあんた、なにやってんのよ！」

「見てのとおり、朝食の準備ですわ」

「勝手なことしないで！　マスターの食事は私が管理しているんだから！」

　少し興奮気味のチェリーに対し、あくまでルクスは冷静だ。

「最近、ご主人様の食事を見ていると、少しカロリーのとりすぎのようです。私としてはパン食への切り替えをお勧すすめしますわ」

「マスターはご飯が好きなんです！　それに勝手にマスターのことご主人様なんて呼ばないで！　あなたたちはあくまでただの居候なのよ！」

「…………」

　チェリーの言葉に、わずかにルクスの表情が曇くもった。

　確かにチェリーの言うとおり、今のルクスはこの間ま宮みや家の居候に過ぎない。

　けれど、いつの間にかルクスは小樽のことをご主人様と呼んでいたのだ。

　極めて自然に。

（ご主人様も私のことをただの居候と思っているんだろうか……？）

　ファウストに捨てられ、生きる望みを失ったルクスにとって、唯ゆい一いつすがれたのが小樽であった。

　今では小樽のことを考えると胸が熱くなる。

（私、恋をしたのかしら……）

　ルクスは自分の気持ちに正直になっていた。

　そのことがルクスに小樽の朝食を作るという行動をとらせていたのだ。
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　小樽のためになにかしたい──そして、認められたい──

　ルクスもまた、愛しているから愛されたいと思う、かわいい女マリオネツトだった。

　そして、そういうルクスは、同じ想おもいを持つチェリーにとって、極めて邪魔な存在なのだ。

「ともかくどいて！　マスターには私がご飯を作るんだから！」

「いえいえ、私がパン食を用意します。チェリーさんはお休みください」

　ルクスの言こと葉ば遣づかいはあくまで丁てい寧ねいだったが、一歩も引かないという決意が込められている。

　チェリーとルクスの間で火花が散った。

　と、そのときだ。

「ねえ、ご飯まだぁ!?」

「えっ!?」

　いつの間に起きたのか、ライム、ブラッドベリー、ティーゲル、パンターがずらりと雁がん首くび揃そろえて立っていた。

「メシ、メシ！」

「腹へった～！」

「早く食事にしようぜ！」

　ほとんどツバメの雛ひなのように叫ぶ四人を見て、このときばかりはチェリーとルクスは顔を見合わせて嘆たん息そくした。
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「ガツガツガツガツガツガツガツ！」

「ムシャムシャムシャ！」

「おかわりっ！」

　ライム、ブラッドベリー、ティーゲル、パンター、くわえて花形の五人は凄すさまじい勢いで食べ物をかっ込んでいる。

　これでは味があってもなくても同じようなものだ。

　ただし、花形はともかくとして、ライムたち四人には旺おう盛せいな食欲のちゃんとした理由がある。

　本来、マリオネットはプラズマ井戸などから得たエネルギーを胸の部分にある接続端たん子しを使って体内に蓄ちく積せきするのだが、一部の高級マリオネットになると、普通の人間と同じように口から摂せつ取しゆした食物を同じようにエネルギーに変へん換かんすることができるのだ。

　無論、ライムたちはその一部の高級マリオネットに含まれる。

　ただし、このエネルギー摂取法は極めて効率が悪く、普通に活動するとしたら、かなりの量の食物が必要だった。

「ガツガツガツガツガツガツガツ！」

「ムシャムシャムシャ！」

「またまたおかわりっ！」

　ライムたちの食欲はとどまるところを知らない。

　自分たちの作ったものがそんな身も蓋ふたもない食べられ方をされても、チェリーとルクスは怒ったそぶりを見せなかった。

　二人にはそれ以上に気になることがあったのだ。

　それは小樽だった。

「…………」

　小樽は箸はしにも手をつけず、ただじっと自分の前に置かれた食事を見つめている。

　いつもならば五人と同じような食事をする小樽がだ。

　その理由は自分の前に置かれた食事の取り合わせにあった。

　小樽の前には、ご飯を中心とした朝ご飯一膳と、トーストを中心としたブレックファースト一式の両方が置かれていたのだ。

「…………」

　ジィーッとチェリーとルクスが小樽の一いつ挙きよ一動を見守っている。

　当然、小樽はその突き刺さるような視線に気づいている。

　だからこそ、小樽のこの態度だ。

　チラッと小樽が顔をあげた。

　チェリーとルクスは慌あわてて明後日あさつての方を向き、見てないそぶりをする。

　その行為自体も小樽のプレッシャーになっていた。

（ふぅ～……）

　小樽は人知れず心の中でタメ息をついた。

　自分の前に二つの朝食が置かれた意味はわかっている。

　あっちを立てればこっちが立たず、こっちを立てればあっちが立たず──

（チェリーとルクスがこんな形で競きそい合うとは思わなかった……。それにしても……）

　小樽はチラッとルクスを見た。

　一瞬、小樽とルクスの視線が合って、ルクスは自然と顔を赤くした。同じとき、そのことに気づいたチェリーはムッとした表情になったが、この際それはおいといて──

（あのセクサドールが……）

　セクサドールに殺されかかった小樽としては、こんな状況になったことを素直に驚おどろいていた。

　もちろんルクスは〝特に〟であったが、ティーゲルとパンターも前とは全然違う態度で接してくる。

　三人の変へん貌ぼうは服装を見ても明らかだ。

　ルクスは先に述べたとおりだが、パンターもかなりのイメチェンをしていた。

　長かった髪をばっさり切って、押っ立てている。

　わざとボロボロにしたジーンズをはき、上はビキニに袖そでなしの革ジャンで、ニコニコバッジが無数につけてある。胸は小さなビキニからはみ出してこぼれ落ちそうだ。

　いわゆるパンクなネーチャンに変身してしまったわけだ。

　ティーゲルのほうはというと、ある意味では一番困った格かつ好こうをしているのは彼女かもしれなかった。

　なぜかブルマと白いＴシャツだけなのだ。

　軍服を脱ぬいだとき、動きやすいからという理由だけで選んだのがその二つだった。どうやら服装にはまるで無む頓とん着ちやくな性格らしい。

　言い忘れていたが、当然、ノーブラ。

　別に変な気持ちがあるわけではないのだが、なぜか小樽は素直にティーゲルのほうを見ることができなかった。

「なんだ、小樽？」

「あ、いや、別になんでもねえよ」

「変なヤツだな。なんでもないなら、なぜこちらを見ない？」

「あ、だから、それは……」

　遠い祖先のトラウマか!?　小樽はその格好のティーゲルを見ると、心臓が飛び出るほどドキドキしてしまう。

（いけねえ、いけねえ……なんなんだ、オレの頭の中はどうしちまったんだ!?）

　反省するが、ティーゲルへの接し方は一向に直らない小樽だった。

（気が重いわけじゃないけど……こんなふうに三人が変わると驚いちゃうよな）

　心底困惑する小樽であったが、決して不快なわけではない。

　いや、むしろ幸せな気持ちであると言える。

　ティーゲルたちの話では、二度のジャポネス侵しん攻こうの失敗から、戦力の立て直しのため、当分の間、ゲルマニアとの戦いはないだろうとのことだった。

　平和の中、小樽を慕したう六人の少女マリオネツト──

　かつて、地球上の全人類の男たちが夢見たというハーレムを小樽は実現したわけだ。

　問題は、その境遇をなんの憂うれいもなく満まん喫きつし管理し得るほど小樽が器用でなかったということだ。

「マスター、どうぞお召し上がりくださいませ」

　とうとうじれたのか、思わずチェリーの口からそんな言葉が小樽に向かって飛んだ。

「そうですわ。トーストがおいしく焼けてます、ご主人様」

　ルクスは対抗するように、〝トースト〟を強調して言う。

（ムッ！）

　こうなるとチェリーも負けるわけにはいかない。

「今日のお味み噌そ汁しるはマスターの好きな合わせ味噌ですわ！」

　すると今度はルクスの番だ。

「ご主人様、野菜スープは塩分を控ひかえめにしてありますから、健康にも最適ですわよ」

　二人は堰せきを切ったように、速そく射しや砲ほうのごとく主張し始めた。

「アジは新鮮なヤツをほどよく七しち輪りんで焦こげ目をつけました！」

「スクランブルエッグは硬かたすぎでもやわらかすぎでもなく、トッピングのチーズがサイコーですわ！」

「お豆とう腐ふは絹豆腐で、ネギとショウガもバッチリです！」

「付け合わせのサラダは、ドレッシングが自慢ですわ！」

「マスターの大好きな納なつ豆とうもありますよ！」

「ご主人様はオレンジジュースが好きでしたわね」

「おしんこを忘れちゃいけません！　歯ごたえを感じて！」

「ご主人様、さ、牛乳を！」

　いつの間にか二人は小樽に接近し、皿を突き出していた。

　二人の迫力に、小樽はタジタジとなって、逆に畳をずり下がっていく。




　ドン……




　とうとう小樽は壁まで追い詰められてしまった。

「マスター！　私のご飯を！」

「いネいイえン！　ご主人様には私の朝食フリユーシユテユツクを！」

　小樽は緊きん張ちようした面おも持もちで、突き出された皿とチェリー、ルクスの顔を順番に見つめる。

　殺気に近いものが漂ただよう中、小樽の頰ほお筋すじを冷たい汗が流れていった。

「ルクス」

　不意に小樽はその名を呼んだ。

　呼ばれたルクスは狂喜の笑みを浮かべ、チェリーのほうは逆に氷点下を思わせる落らく胆たんの表情を浮かべる。

　が、小樽の言葉は勝者の選択ではなかった。

「ルクス、その〝ご主人様〟っていうのはやめてよ。小樽でいいよ」

　今度はルクスが落胆の表情となり、チェリーはホッとしたように息を吐はく。

　ルクスはすぐに表情を改めて言った。

「では、小樽様と呼ばせていただきます。小樽様、さあ、私の朝食をお食べください！」

「マスターは私のご飯を食べるんです！　私はマスターの嗜し好こうから健康まですべて考えて作ったのよ！」

「いいえ！　私のです！　私はあなた以上に小樽様のことを考えてます！」

「なによ、私のって言ってるでしょ！」

「私のです！」

「私！」

　険けん悪あくな雰ふん囲い気きがあたりを支配し、今や一いつ触しよく即そく発はつだ。

　二人の目は最後の審しん判ぱん者のほうを向く。

「マスター！」

「小樽様！」

　究極の選択を強しいられ、小樽の精神もギリギリまで追い詰つめられた。

（どうすりゃいいんだ!?）

　そのときだ。

「あれ～、小樽、まだご飯食べてないの？　ボクが食べさせてあげるぅ！」

　いきなり横からライムが首を突っ込んできたかと思うと、トーストに納豆をのせて、小樽の口に突っ込んだ。

「こら～っ！　小樽クンに物を食べさせるのはボクの役目だーっ！」

　続いて花形が飛び込んできて、小樽にジャムをつけたご飯を無理やり食べさせる。

「ムガッ……ムグッ……ふ、二人ともやめろっ！」

「小樽、あ～ん！」

「小樽クン、ファイトであ～んだっ！」

　チェリーとルクスが突発的な出来事に啞あ然ぜんとする中、ライムと花形は手当たり次第に小樽の口に食べ物を入れていった。

　アジ、スクランブルエッグ、豆腐、サラダ、味噌汁にオレンジジュース──

「ぐわっ……」




　ドテッ……




　口を物でいっぱいにし、呼吸困難に陥おちいって、小樽はぶっ倒れた。

「いいかげんにせんか、おまえら！」

　初めてチェリーとルクスの言葉が揃そろい、拳こぶしが飛んだ。




　ドカッ！




「ぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　間かん髪はつライムは避け、いつものように花形だけが長屋の壁を破って、吹っ飛んでいった。

（助かった……）

　薄うすれ行く意識の中で、小樽にあったのはただ安あん堵ど感だけ。

　寿命縮ちぢまるな、こりゃ……。




　　　　４




「あ……」

　気がつくと、小樽は布ふ団とんで寝ていた。

　時計を見ると、あの悪夢の朝食から五時間が過ぎ、すでにお昼だ。

　だが、小樽のお腹なかは当然のごとく空すいていない。

　起きて最初にしたことは、この布団に入る原因を思い出してのタメ息だった。

「ふぅ～……困ったことになったぞ、こりゃ……」

　小樽は困惑しきった表情でつぶやいた。

　ある意味でジャポネスに侵攻してきたゲルマニア軍を撃げき退たいする以上に難なん問もんだった。

（チェリーとルクス……食事のたびにこうだったら、とてももたない……）

　もちろん、朝のような事態を回かい避ひする方法はある。

　どちらかを選んでしまうことだ。

　だが、それができるのなら小樽がこんな困こん惑わくの表情を浮かべているわけがなかった。

（オレ……どっちが好きなんだろ？）

　チェリーとルクス、両者の姿が小樽の頭の中に浮かぶ。

　チェリーはキュートでかわいらしく、ルクスはグラマーで美人だ。

「ううっ……ううっ……」

　こうした状況のとき、当事者の男は優ゆう柔じゆう不ふ断だんと相場が決まっている。

　小樽もご多分に漏もれず、そのとおりだった。

「だめだ……どっちもいい！」

　思わず本音が出た。

　ったく、この男は……。

　一応言っておけば、このときの小樽はチェリーとルクス以外、さらに四人の恋する乙女がいることを失念していた。

　ともかく、今はピンチを凌しのぐことだ。

「なんとか説得して交互に料理を作ってもらえば……」

　最終的に導き出した結論はこれだった。

　ただし、これについても、どちらが先に料理を作るかでもめる可能性が大いに……いや、二〇〇パーセントある。




　ガラッ！




「マスター！」

「小樽様！」

　時間切れ──

　障しよう子じが開いて、チェリーとルクスが飛び込んでくる。

　数分ごとに小樽が目を覚ましたかどうかチェックしていたらしい。

　二人は入ってくるなり、間髪入れず同時に叫んだ。

「昼食はどうします!?」

「い、いらない！　お腹いっぱいで……」

「では、夕食は!?」

　二人はズイッと小樽に迫ってきた。

　凄すさまじい迫力だ。

「あ、あ、あ、あ……肉とじゃがいも！」

　完全に二人の気迫に吞のまれて、小樽は思わず叫んでしまった。

　その、さらなる大騒そう動どうを巻き起こす二つの食物の名前を！

「肉じゃがですね！」

「ビーフシチューですね！」

　チェリーとルクスはまたも同時に言った。

　確かにどちらも肉とじゃがいもの料理だ。




　バチバチバチバチバチバチッ！




　火事が起きそうなほどの火花が二人の間に飛ぶ。

「ふ、二人とも……！」

　見かねて、思わず小樽が声を出した。

「はい!?」

　だが、小樽のほうを向いた二人にあったのは、完全なる殺気の視線だった。




　ギンッ！




「うっ!?」

　完全に小樽は気け圧おされる。

「なんですか!?」

　別に小樽に向けての殺気ではないのだが、小樽は完全に場の雰囲気に支配されていた。

　そして、言ってしまったのだ、さらに余分な一言を！

「き、期待してるから」

　その言葉を聞いた瞬間、チェリーとルクスの顔が一気に耳まで赤くなる。

　チェリーが潤うるんだ瞳ひとみで言った。

「そ、それって……マスター、私のこと、そこまで……♡」

「小樽様……この料理にそこまで重大な想おもいを込めてくれるということですね♡」

「あ、ひょっとしてマスター、この料理をうまく作ったほうと……!?」

「ああっ、おいしかったほうを小樽様は……♡」

　肉とじゃがいものおいしい料理を作ったほうの女マリオネツトを小樽は生涯の女と決める──

　チェリーとルクスの思考はいつの間にかそこまで飛ひ躍やくしていた。

「は…い……」

　チェリーとルクスは上気した瞳で、熱いタメ息をついた。

　このとき二人は完全にトリップしていた。

「あの、もしもし……」

　小樽の声ももちろん聞こえない。

　チェリーはいつもの自分だけの夢想に。そして、ルクスまでもが夢想に浸ひたっていた。




『チェリー……この肉じゃが、本当にキミが作ったのかい!?』

　チェリーの想おもう世界の中で、小樽がキラキラと白い歯を輝かがやかせて言う。

『はい、マスター♡』

　はにかみながら答えるチェリーを、小樽はいきなりガシッと抱きしめる。

『あ、だめです、マスター♡』

『チェリー……ボクは決めたんだ。ボクの相手はもうチェリーしかいない』

『そ、そんなぁ……♡』

『チェリー、キミはわかってくれた！　肉とじゃがいもがボクのプロポーズの印だってことを！』

『あ……♡』

　いつの間にか、小樽がチェリーの服を脱がし始めていた。

『マ、マスター……♡』

『チェリー……好きだ！　このあまりない胸も、幼児体形もすべて！』

『あー、あん……マスター♡　お願い、明かりを消して……♡』




「でへ……ぐへへ……でへ……」

　夢想……というよりも妄もう想そうに浸りながら、チェリーの口くち許もとには思わずよだれが。

　そして、ルクスもまったく同じ表情だった。




『ルクス……このビーフシチュー、キミが作ったのかい!?』

　ルクスの想う世界の中で、小樽がキラキラと目を輝かせて言う。

『はい、小樽様♡』

　はにかみながら答えるルクスを、小樽はいきなりガバッとその場に押し倒す。

『あ、だめです、小樽様♡』

『かまうもんか！　ルクス……実は……ボクはキミが敵だったときからキミのことが好きだったんだ！　ボクの相手はルクス……キミしかいない！』

『そ、そんなぁ……♡』

『ルクス、キミはわかってくれた！　肉とじゃがいもがボクのプロポーズの印だってことを！』

『えっ!?　う、うれしい……♡』

　いつの間にか、ルクスは小樽の手によって生まれたままの姿にされている。

『小樽様ぁ……♡』

『ルクス……好きだ！　この大きな胸も、くびれたウエストもすべて！』

『い、いい……小樽様♡　お願い、明かりをつけて、あたしをよく見て……♡』




「でへへ……でへへへへへっ！」

「でへ……でへ……てへへへ……」

　妄想に浸る二人の少女を見ながら、小樽は見てはいけないものを見たように青ざめている。

「マスター！」

「小樽様！」

　突然、二人は我に返り、キッと小樽のほうを向いた。

　小樽の身体からだがビクッと震ふるえた。

「わかりましたわ！　あなたの想い！」

　そう叫ぶやいなや、二人はダダダダ……と部屋から飛び出していく。

　この瞬間、チェリーとルクスの恋愛戦争ウオーズが始まったのだ。

　突極の料理の機械人てつじん勝負が。

　そして、その唯ゆい一いつの審しん査さ員いんは、放心したようにベッドの上で白くなっていた。

「だめだ、こりゃ……」
















第二章　女の戦い──夕ゆう餉げの陣じん！
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　初夏薫かおるジャポネスの街並みの中をルクスは歩いていた。

　ここテラツーでも四季はある。

　特にジャポネスは六つの都市の中でも四季の色とりどりの風景のもっとも美しい所だ。

　若葉生い茂る緑の街路樹が否いや応おうなしに目に飛び込んでくる。

　そんな鮮あざやかな緑にルクスは映はえていた。

　道行く男たちが次々とルクスのほうを振り返る。

　グラマラスなマリオネットなど見慣れているはずの彼らですら振り返らせるなにかが彼女にはあった。

　自信にあふれた表情か、人間と見まがう細やかなしぐさか。

　乙女おとめ回かい路ろのついたマリオネットは、男たちにとって、まったく新しい存在との出で逢あいと言っても過言でなかった。遺伝子の記憶にある、異性との体験が、彼らにまったく新鮮な感覚を味わわせるのだろう。

　そんな男たちの態度をルクスは不思議に感じていた。

（今まで他人の視線なんて気にしたこともなかったけど……）

　前を歩いてきた二人組の男たちがルクスのほうをポーッと見つめている。

　彼らのほうに、ルクスはニコッと微笑ほほえみかけた。

「…………！」

「あ、あ……！」

　二人の男はドキッとしたように顔を赤らめる。

　片方が自己嫌けん悪おに陥おちいったように叫んだ。

「ど、どうしちまったんだ、オイラは！　マリオネット相手にこんなにドキッとしちまって！　えーっ、相棒！」

「し、知るかよ、オレっちが！」

　取り乱す二人を、ルクスはクスクス笑って見ていた。

　今までにない、新たな歓よろこびだった。

（私、魅み力りよく的なんだ……）

　美しくなりたい、などという感覚は、ルクスは今までまるでもったことがなかった。

　ファウストをすべてと思い生きてきたときは、ファウストの思うがまま、望むがままに振る舞うことを要求された。美しさなどよりも能力がすべてであった。

　愛は与えられるものであり、求めてよいものではなかった。

　だが、今は違う。

（愛を求めてもいいんだわ……）

　小お樽たるから与えられるのを待つだけではなくともよい。小樽に自分からアプローチしてもぜんぜんかまわないのだ。

（私……愛がほしい！）

　ルクスは心底そう思った。

　パッとルクスの脳のう裏りに浮かんだのは、小樽の笑顔だ。

　ポッとルクスの顔が赤くなる。

　慌あわてて赤くなった顔を冷やすかのように、ルクスは頰ほおに手を当てた。

（あの人に喜んでもらいたい……）

　冷やすどころか、ルクスの顔はますます赤くなっていく。

「キャン♡」

　今までのルクスからは考えられないような言葉が口から飛び出した。

「小樽様ァ……」

　そのまま自分の肩をキュッと抱きしめる。

　愛いとしさとせつなさが身体中を駆かけ巡めぐっていく。

「キャン♡、キャン♡、キャン♡」

　小樽のことを思い、身体中を熱くして、思わず身をくねらせた。

「あ……」

　気がつくと、ルクスのまわりは人だかりになっていた。

「おー……！」

「すげえ……！」

　男たちが興奮したような目つきでルクスを見つめている。

「きゃあ！」

　悲鳴をあげて、ルクスはその場から一目散に走り去っていった。




「あー、驚いた……」

　通りをしばらく来て、ルクスはようやく一息ついた。

「私ったら……」

　さっきの醜しゆう態たいを思い出し、またも顔を赤くする。

（もう、小樽様のせいだわ……）

　思わずかわいらしく八つ当たりをする。そんな行為もファウストのときには考えられないことだった。

（小樽様が私のことだけを見つめてくれれば、あんなふうに悶もだえなくて済むのよ）

　理論的なはずのルクスが、ハチャメチャな理論を展開する。

　これも恋のせいというわけか。

「夕食は腕をふるって、小樽様に喜んでもらっちゃおう！」

　ふとチェリーの顔が浮かぶ。

　ルクスの中のチェリーはいじわるそうな三角目つきのイメージだった。

「そうよ、彼女に負けるわけにはいかないわ！」

　ルクスはグッと握にぎり拳こぶしを作ると、たまたま目についた八や百お屋やに入っていった。

「すいませ～ん」

「いらっしゃいませ」

　軒のき下したにズラリと並んだじゃがいものかごが目に入った。

「これを……」

　店のマリオネットに言いかけたとき、ルクスはあることを思いついて、改めてじゃがいもを見た。

（そうだわ！）

　ルクスはポケットから金貨を取り出して言った。

「この店のじゃがいも全部ください！」

　ルクスの言葉に奥で見ていた店の主人は目を丸くした。




　　　　２




　グツグツグツグツグツ……




　鍋なべが煮に立たっている。

　チェリーはその鍋をじっと見つめていた。

　ただ見ているだけではない。指をその煮立った鍋に入れているではないか。

「えっと……百度Ｃ……そろそろ大丈夫かな」

　マリオネットなのでチェリーはもちろん火傷やけどなどはしない。

　それどころか、チェリーの指先は超高性能なセンサーになっているのだ。

　実に便利である。

　ライムやブラッドベリーに比べ、チェリーの戦闘能力は低い。その分、情報処理能力に長たけているのは周知の通りだ。

　さらに、チェリーが二人に比べ優すぐれているところがあった。それは汎はん用ようマリオネットとしての能力──すなわち、家事全般についてであった。

　ライムやブラッドベリーに家事をやらせると、力の加減を知らずに、掃そう除じしていたつもりがいつの間にか破壊活動を行っていた、などということになりかねなかった。

　そういう意味で、間宮家では家事はチェリーの仕事であった。小樽にとって、家ではもっとも頼りになる存在はチェリー──

　……今までは。

　その不動の地位が、ルクスの出現で危機に立たされていた。

「負けないもん！」

　チェリーが拳を握にぎりしめた。

（私にとって、家事はただの仕事じゃないのよ！　それはもっと神聖なもの！　そう、私とマスターを結びつけている聖なる行為よ！）

　ライムとブラッドベリーがブラブラしたり遊んでいるときも、チェリーは家事に忙しい。

　そんなとき、必ず小樽はチェリーにやさしい言葉をかけてくれた。

「チェリー、大丈夫かい？」

「チェリー、今日のご飯、すげえうまいぜ！」

「チェリー、毎日ごめんな、いろいろやらせちゃって」

　小樽の言葉を聞くと、チェリーは身体がポカポカと熱くなる。チェリーの心を占めているのは好きな人のためになっている喜びと、ライムやブラッドベリーに対しての優越感だった。

（私……こんなにもマスターから信頼されてる！）

　その甘美な快感は永遠にチェリーだけのもののはずだった。

　そこに現れたのがルクスという名の侵略者であった。




　グッ！




　チェリーがふたたび拳を握りしめる。

「絶対に負けないわ！　あの甘美な想いを取られてたまるもんですか！」

　チェリーは目の前の鍋なべに煮に干ぼしを入れると、力を込めて、お玉でかき混ぜ始めた。

「マスターのために素晴らしくおいしい肉じゃがを作るわ！　そのためにはまずダシが命！　ダシが命！　ダシが命！　ダシが命！……」

　ぶつぶつとつぶやきながら、鬼き気き迫せまる表情でチェリーは鍋をじっと見つめていた。

「おい、チェリー、小樽知らないかい？」

　台所にブラッドベリーが入ってきて声をかけるが、チェリーは返事をしない。

　それほど料理に夢中になっているのだ。

　余談だが、こういうことも普通のマリオネットでは起こるわけがなかった。〝夢中になる〟という行為も乙女回路のせいだった。

「おい、チェリー！」

「…………」

「チェリー！」

「…………」

　二、三度声をかけるがチェリーは結局ブラッドベリーに気づかなかった。

「ちぇっ」

　ブラッドベリーはそのまま舌打ちして出ていった。

　入れ替わり、ライムが飛び込んでくる。

「ねえ、チェリー！　小樽もいないし、だれも遊んでくれないんだ。遊ばない？」

　無邪気に言うライムの声も、チェリーの耳にはもちろん入らない。

「チェリー？」

　ライムはチェリーのほうをつんつん突っついた。

「…………」

　だが、チェリーは険けわしい表情で鍋を見たままやはり反応しなかった。

「つまんない！」

　ライムもそれ以上なにかをしようとはせず、行ってしまった。

　最大の障害である二人がこうも簡単に行き下がったことはチェリーには幸運であるといえる。

　果たして、この幸運が勝利に結びつくのか!?

（ダシが命！　ダシが命！　ダシが命！……）

　チェリーはその後しばらく鍋を見続けていた。
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「う～ん……う～ん……やはり、こういうことは将軍様に相談するのが一番だよな」

　すっかり困り果てた表情の小樽は、ジャポネス城に来ていた。

　相談事というのはもちろんチェリーとルクスのことだ。

　半分は自分で蒔まいた種とはいえ、このままでは夕食時にまた判断を迫られることになる。

　それまでになんとか対策を、というわけだ。

「すいません、お邪魔しま～す」

　勝手知ったるなんとやら、小樽は顔パスで城の中に入り込んだ。度たび重かさなるゲルマニアの戦いの功労者で、侍さむらい大だい将しようでもある小樽は、将軍にお目見えを許された数少ない一人なのだ。

「将軍様～！」

　小樽は家安改め玉三郎の部屋の前まで来ていた。

　先のゲルマニアとの戦いで、将軍・家安としての意識は、絢けん爛らん美びあふれるセイバーマリオネット、玉三郎の中に移されていた。

　将軍がマリオネットの姿をとったことに異論がないわけでもなかったが、中身は変わらないということでほとんどの人々は納得していた。ジャポネスっ子は細かいことは気にしないのだ。家安がジャポネスを守ろうとして殉じゆん死しし、その結果こうなったという事実が人々の心を打ったせいもある。

「将軍様、入りますよ」

　小樽が玉三郎の部屋の襖ふすまを開けようとしたときだ。

「あいや、小樽殿、待たれい！」

　美しい声が響ひびく。ただし、口く調ちようはいかにも時代がかった言い方だ。

　小樽が振り向くと、慌あわてた様子の美マリオネットが立っていた。

　玉三郎第一の側近、梅ばい幸こうである。

　その美しい外見に水を差すようだが、中にある意識は、やはり家安と同じくこのジャポネスを守ろうと殉死した大江久保彦左衛門だった。

「あ、彦左さん……じゃなかった、梅幸さん」

「小樽殿、上うえ様さまへのご面会、しばし、しばしお待ちを！」

「えっ、なんで？」

「あ、その……上様は今、少し体調が悪く、あの、その……」

「体調が悪いって、マリオネットなんだから関係ないじゃんか」

「いや、だから……」

　梅幸はなにかを必死に隠かくそうとしているようだった。

「もう、変な梅幸さん」

　小樽はかまわず襖ふすまを開ける。

「ああ、小樽殿！」

　梅幸が叫んだときには遅おそかった。

　部屋の中をのぞいた小樽は目が点になっていた。

「はふ……美しいのう……なんともいえぬ。美しい……」

　部屋の中で玉三郎が自分の姿を鏡に映し、上気した表情で見とれているのだ。しかも、ご丁てい寧ねいにセクシーなポーズまでとって。

「な……な……」

　さすがに小樽も声もない。

　梅幸がそっと耳元でささやいた。

「もう、何日も将軍様はアレでの……。どうも、なんというか将軍様はかなりのナルシストだったようじゃ」

　梅幸がフーッと大きくタメ息を一つついた。

「だめだ、こりゃ……」

　相談どころじゃないな、と小樽は帰ろうとする。

　そのとき、玉三郎がふと小樽のほうを向いた。

「おや、小樽、来ておったのか？」

「は、はい、将軍様。でも、もう帰ります」
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「小樽！」

　突然、玉三郎が大きな声を出し、小樽をキッと鋭い目つきで見つめた。

「は、はい！」

　緊張が走って、小樽はピーンと背筋を伸ばす。

（な、なんだろ？　オレ、なんかやったっけ？）

　冷ひや汗あせを流す小樽に、玉三郎は言った。

「わしって、キレイ？」

「だぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……」

　思わず、小樽はその場につんのめった。




　　　　４




　チェリーが買い物かごを片手に、通りを小走りに走っていた。

「いけない、いけない。私ったら、じゃがいもが切れてるのを忘れてたなんて」

　ダシ汁ができたところでさっそくじゃがいもを煮にようとしたら、戸棚の中にじゃがいもは一つもなかったというわけなのだ。

　チェリーは八百屋に飛び込んで叫んだ。

「すいませ～ん！　じゃがいもください！」

　八百屋のマリオネットが出てきて、にこやかな笑顔で言う。

「すいません、売り切れました」

「えっ!?」

　怪け訝げんな表情になるチェリーだが、マリオネット店員は笑顔で繰くり返すだけだ。

「本日、じゃがいもはすべて売り切れました。またのお越しをお待ちしております」

「もう、なんなの、それ？」

　確たしかに店先にはじゃがいもは一つもない。

　しかたなくチェリーは別の店に行った。

　そこでも──

「申し訳ございません。只ただ今いま、じゃがいもは売り切れております。新たな入荷は明日以降になる予定です」

「ええっ!?」

　別の店も、別の店も、そのまた別の店もすべてがこの調子でじゃがいもは一つも手に入らなかった。

「これ、どういうこと!?」

　こうなったら、とばかりにチェリーは郊外に広がる大規き模ぼ農場まで足を伸ばす。

　テラツーのどの都市でもそうだが、食糧確保のために、都市の郊外には大規模な農場がいくつも広がっているのだ。ロマーナのように、時には別の階層にまで農場が作られていることもあった。

　ところが、そこでも──

「残念だけどじゃがいもはねえだよ」

「ええっ……!?」

　応対に出た農場のオーナーに言われ、チェリーはがっくりと肩を落とした。

　温おん厚こうで性格の良さそうなおじさんだ。決してうそを言ってるとは思えない。

「いったいどういうことなんですか？」

「それが、色っぺえマリオネットがやってきて、全部買い取っていっちまっただよ」

「色っぽいマリオネット？」

「なんていうだか、オラ、あんなマリオネット見たことなかっただ。ずいぶん人間くさいマリオネットで、ひょっとしたら、伝説の女っつったらあーいう感じだったかもしれねえだな」

　オーナーはどこか上気した表情で言った。

　オーナーの言葉から浮かび上がり、なおかつじゃがいもを買い占めるマリオネットなど一人しかいない。

（ひょっとしなくとも……ルクス!?）

「もう残っているものはこんなものしかねえだよ」

　オーナーが奥から持ってきたのは、すっかり芽めが出てしまったじゃがいもだった。じゃがいもの芽は毒であり、芽が出たじゃがいもはもう種芋となっていて、あまりおいしくない。ルクスとの勝負がかかっているチェリーにとってはほとんど役に立たない代しろ物ものだ。

「それ、いただきます」

　それでもチェリーは礼を言って、その芽の出たじゃがいもを買い取った。

「ルクス！」

　チェリーは長屋に急いだ。

「ルクス、絶対に許さないんだから！」

　だが、長屋の前まで来てビックリ！

「なんなの、これ!?」

　長屋の横に忽こつ然ぜんと山が出現していた。

　長屋よりもはるかに高い。

　それはなんと、じゃがいもの山だった。

「あら、チェリーさん、お帰りなさい」

　山の頂上にルクスが立って微笑んでいる。

　チェリーは我に返ると、激げつ昂こうして叫んだ。

「ルクス、あんた、ジャポネス中のじゃがいも買い占めたでしょ！　卑ひ怯きよう者もの！」

「違いますわ、チェリーさん。私の料理にはこれだけのじゃがいもが全部いるんです」

「うそおっしゃい！　だいたい、このじゃがいものお金、どうしたのよ!?」

「ゲルマニアのジャポネス侵攻軍が壊かい滅めつしたとき、少しばかり金貨を持ち出していたんですの。それを使いました」

「ううう……ともかく、そっちがどんな妨害をしようと、必ず私のおいしい肉じゃがをマスターに味わってもらうんですから！」

「妨害なんかしてませんてば。使いたかったら使ってくださって構いませんわ、私のじゃがいもを」

「結構です！」

　チェリーはルクスの申し出をきっぱりと断った。チェリーの性格からして、意地でもルクスの買い占めたじゃがいもは使わないだろう。また、ルクスもそれを見抜いたうえで、ああいう申し出をしたのだ。

　しかし、チェリーの手にあるのは芽の出たじゃがいものみ。

　どうする、チェリー!?

「フフ……」

「うううううううううっ！」

　余よ裕ゆうのルクス──

　怒りのチェリー──

　両者はしばらく視線を闘わせていた。

　そこへライムがやってきて、チェリーに言った。

「ねえねえチェリー、小樽がいなくなっちゃってヒマなんだけど、どっか行かない？」

「行きません！」

　八つ当たり気味にチェリーはライムに叫んでいた。

「ぶにゃ？」

　怒ど鳴なられたライムのほうはキョトンとなって目をパチクリさせた。
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　小樽はあのジャポネス歴史資料館の地下にいた。

　困ったときのローレライ頼み……いうわけでもないんだろうが、他に相談できる人間がいないのだ。

　女性の気持ちなんて、源じいさんだろうがだれだろうが男にわかるわけがない。

「ローレライ！　ドクター・ローレライ！」

　小樽の声に壁の一角が白く光り輝かがやいて、空中に立体映像が浮かび上がった。

「おや、小樽やないの」

　立体映像のローレライが小樽を見て、微笑ほほえむ。

　その笑みに思わず見とれる小樽だが、すぐにぶるぶると首を振って言った。

「ドクター・ローレライ、また相談に乗ってくれないか!?」

「今度はどうしたの、小樽？　おねしょでもした？」

「そんなじゃねえやい！　実は……チェリーとルクスのことなんだ」

「はて？」

　小樽はローレライに今までのことを説明した。

　かくかくしかじか。

「チェリーとルクス……どっちを選んでも争いになると思うし……第一、オレにゃどっちも選べねえよ。どっちが好きかなんてまるでわかんねえんだ！」

　情けない表情になった小樽を見て、驚いたことにローレライはいきなり笑い出した。

「きゃははははははは……」

「ローレライ？」

「これは女うんぬんの前に、小樽自身がぜんぜん恋愛のなんたるかをわかってないちゅうことが原因やね」

「恋愛のなんたるか？」

「恋愛っちゅうのは駆け引きや。押してもだめなら引いてみなってよく言うやろ。あんたの場合はそこにすらたどり着いておらへん」

「どうせオレは優柔不断で鈍にぶいよ！」

　小樽は少し口をとがらせて言った。

　ローレライはそんな小樽を見て、またもクスッと笑う。

「そういう小樽の純情なところにあの子たちは惹ひかれとるんやろな。うちもちゃんとした身体があったら、小樽のこと好きになっとったかもしれん」

「えっ!?」

　小樽の顔が一瞬にして真っ赤になった。

「それや。それ、それがかわいいんよ」

　ローレライはまたも笑い出した。

「ちぇっ、勝手にしてくれよ……」

「ごめん、ごめん。ともかくうちがアドバイスできるとしたら、小樽は正直なままでいることがいいってことや」

「へっ？」

「無理に決める必要はないよ。今の気持ちを正直に言うことが大切や。決められないなら決められないということをな」

「…………」

「女の子ってもんはな、人を好きになったら、一生懸命その人の気持ちをわかろうと努力するもんや。だけど、それだけだと不安になってしまうから、ちゃんと言葉にしてもらいたいと思う」

「…………」

「きっちり言うことが大切なんや」

　ローレライの慈じ愛あいの眼まな差ざしを小樽は感じていた。

（なんだろ、この温かい感じは……？）

　それはライムたち、乙女回路付きのマリオネットを見たときに芽生えた恋心とも違う。

　全身をすっぽり包んでくれるような、やさしい感情──

（温かい……）

　母性というものを知らぬ小樽にとって、それは新鮮な感かん触しよくであった。

　テラツーでは子供はいわばクローン工場で生産される。小さい頃は保育場で集団で育てられるのだ。

〝母〟というものは小樽にとって、まだ未知の領りよう域いきだった。

「ありがとう、ローレライ」

「大したこと言っとらへんよ、アハッ」

　ローレライの微笑みを見て、小樽はまたしてもほんわかした温かな気持ちを感じていた。
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　トントントン……カンカンカン！




「わーっ、ボクの車が！」

　花形が悲鳴をあげるが、チェリーはそんなことにかまっていられなかった。

　チェリーは花形の車を改造していた。

「ここをこうして……こうやって……」

　チェリーが作っているのは植物栽さい培ばい超促そく進しん装置だ。

　あの芽の出たじゃがいもを一瞬にして成長させ、新じゃがを収穫してしまおうという魂こん胆たんなのだ。

「絶対に作るわ！」




　ガンガンガンガンガン……！




「わーっ、ボクの車……！」

　花形は涙目で愛車の成り行く様を見つめていた。




　一方、ルクスのほうはチェリーのそうした行動を気にしている様子はなかった。

「フフフ……」

　勝ったも同然という余裕が、ルクスにはあった。




　グツグツグツグツ……




「煮に込こんで、煮込んで、煮込まなきゃ！」

　シチューはともかく何時間も煮込むことが大切だ。

「小樽様においしいビーフシチューを食べてもらうの！　そして……キャハ」

　ルクスはついつい勝った後の妄もう想そうに夢中になっていた。




『ルクス、やっぱりキミはサイコーだ！　このビーフシチューなんてうまいんだ！』

『小樽様……♡』

『ルスク、ボクはもう一つ食べたいものがあるんだ……それはキミだ！』




「キャン♡　キャン♡　キャン♡　あーん、小樽様♡　やさしくして……」

　ルスクは身み悶もだえしている。

　ったく、勝手にしてくれ……。

「できた！」

　車のオイルまみれになりながら、チェリーはニッコリ微笑んだ。

　花形の車は原型をまるで止めておらず、屋根の上にはパラボラアンテナのようなライトがついている。完全に別のマシンと化していた。

「ああああ……ボクの車が……」

　花形は愕がく然ぜんとその場に座り込んでいた。

「さあ、行くわよ」

　チェリーは地面の上の例の芽の出たじゃがいもにその屋根の上のパラボラライトの照準を合わせた。




　ビカァァァァァァァァ……




　ライトから光がじゃがいもに向けて照射される。

　すると、なんということだ。

　光を受けたじゃがいもの芽はニョキニョキと伸び始めたではないか！

　葉が出て、根が伸び、新じゃがゴロゴロと根についていく。

「やったわ、やったわ！　大成功！」

　それはなんと、植物栽培超促進装置だった。

　喜びはしゃぐチェリーだが、好こう事ず魔ま多し。

「ねえねえ、チェリー！　遊ぼうよ！」

　ライムがまたも現れてチェリーにまとわりついた。

　が、今のチェリーはそれどころじゃない。

「もう、あっちに行ってよ！」

　またも断られ、邪険にされる。

「ぶう」

　さすがにライムもすねたようにその場にあったものを蹴け飛とばした。




　ガンッ！




　パラボラライトが、長屋の横のじゃがいもの山に向く。

「あ、だめ！」

「ほへ？」

　光がじゃがいもの山にあたり、じゃがいもがいっせいに発芽した。




　ニョキニョキニョキニョキ……




　芽が伸び、葉が出て、花が咲き、じゃがいもが次々とできる。




　グラッグラッグラッ……




　増えたじゃがいもは山を三倍にも四倍にも膨ふくれ上がらせる。

　小さなボタ山だったのが、今やちょっとした小山ほどだ。

「なんなの……きゃあ！」

　外の騒そう動どうに飛び出てきたルクスも悲鳴をあげた。

　その瞬間──




　ドドドドドドドドドドドドドドドッ！




「あれぇぇぇぇぇぇっ！」

「きゃあぁぁぁぁぁぁっ！」

「ほぇぇぇぇぇぇっ！」

　ルクスの悲鳴が引き金となってじゃがいもの山が一気に崩くずれる。

　凄すさまじいまでの雪崩なだれ──いやいやじゃがいも崩れ！




　ドガッ！　ドシィィィィィィィィン！




「あ……」

　戻もどってきた小樽の見たものは、じゃがいもにつぶされた長屋の無む惨ざんな姿だった。
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　その夜、セイバーもセクサドールも総出でじゃがいもの片付けと長屋の修理で、結局深夜までかかってしまった。

　人情に厚い傘張り長屋。とりあえず他の住人には許してもらえたが、チェリーとルクスはシュンとなって、小樽の前に正座している。

「マスター、ごめんなさい」

「小樽様……すいません」

　二人は小樽に叱しかられると思って、ビクビクしていた。いや、叱られるよりも嫌きらわれてしまったのではないかという恐怖がある。

　二人が恐る恐る小樽の顔を見ると、驚いたことに小樽はやさしげに微笑んでいた。

「マスター？」

「小樽様……？」

「二人とも、どこかケガはないか？」

「は、はい」

「あ、あの……怒っていらっしゃらないんですか？」

「二人ともオレのためにやってくれたんだろ。怒ってないよ」




　ジーン……




　チェリーとルクスの目に感激の涙が浮かぶ。

　乙女回路を持つマリオネットは涙も流せることができるのだ。

　小樽は続けて言った。

「あのさぁ、オレ、まだよくわからないんだよ、どっちが好きだとか。優ゆう柔じゆう不ふ断だんで……ごめん。だから、今はまだチェリーとルクスの気持ちに応こたえられない」

「マスター……」

「小樽様……」

「でも、そのうちきっと答えが出せると思うんだ。今は二人とも同じくらい好きだ……それじゃあ、だめかな」

「いいえ！」

　二人は同時に叫んで大きく首を振る。

「よかった……」

　小樽はニッコリ笑った。

「マスター！」

「小樽様！」

　自然に、チェリーとルクスは小樽に抱きついていた。

「あ……」

　一瞬戸と惑まどった小樽だが、やがて自分のほうから二人を抱きしめて、耳元で言った。

「食事はさ、順番に作ってよ。チェリー、ルクスの順番で」

「はい！」

　しばらくの間、三人はお互いの温ぬくもりを分かち合い、幸せに浸ひたっていた。

　ただし──

　そんな三人をジト目で見つめる五人の影があった。




「小樽、ごはんだよ！」

「小樽、あたしがご飯を食べさせてあげるよ」

「ほら、メシだよ、小樽」

「小樽、食いな！」

「小樽クン、ボクの愛のこもった料理を食べてくれーっ！」

　翌朝、まだ寝ぼけていた小樽は、朝食を持ったライム、ブラッドベリー、ティーゲル、パンター、花形の五人に囲かこまれてしまう。

「あ、あ、あの……！」

　昨夜のチェリーとルクスを見て、嫉しつ妬との嵐に包まれた五人が導き出した結論がこれだった。

　ご飯を作れば小樽とムフフ──

「だれの朝御飯を食べるの、小樽！」

「こんなのありい!?」

　かくして、朝食の主導権争いは果てしなく続くのであった。

　……合がつ掌しよう。




　ちなみに、チェリーとルクスがどうしていたかというと、昨日の騒さわぎのせいか、二人はまだぐっすりと寝込んでいた。

「マスター、はい、あ～ん……」

「小樽様、私を食べて～……」

　二人は幸せそうに寝言を言った。
















第三章　美マリオネットコンテストへの道!?













　　　　１




　オレは別にこんなヤツに惚ほれているわけじゃないぜ！　そうとも、なんでオレがこんなさえないヤツに……。

　オレが今、こいつの家にいるのは、すべては……そう、ファウスト様のためさ！　オレは今でもファウスト様のことを一番愛している！　あの方に罵ののしられ、汚けがされることがオレの生き甲が斐いなんだ！　一回や二回、裏切られたからって、そう簡単に壊こわれるような愛じゃないのさ、こいつは！

　だから、オレにとってはファウスト様がすべてなんだ！　ファウスト様のためにオレはこいつを監かん視ししてるのさ！

　ファウスト様に比べれば、こいつはチンチクリンだし、頭悪いし、スマートじゃないし、やさしく……やさしさ……。

　そりゃ、ファウスト様よりやさしいかもしれないけど、そんなものはオレには必要ないもんだ！

　やさしさなんて、いらないさ！

　オレはこんなヤツにやさしくしてもらいたくなんかねえ！

　そうさ、こんなヤツ、オレは好きでもなんでもないんだ！




　　　　２




「なに、ボーッと小お樽たるのこと見つめてるんだよ！」

　ブラッドベリーが不ふ機き嫌げんそうに言った。

　その声にようやくパンターは我に返る。

「あ……ああ……!?」

　気がつくと全員がパンターを見ていた。

　小樽とライム、ティーゲルは不思議そうに。チェリー、ブラッドベリー、花形、そしてルクスは敵意にも近い視線で。いわゆる嫉しつ妬とというわけだ。

「ふん」

　パンターは不ふ愉ゆ快かいそうに鼻を鳴らした。

（ったく、ルクスのヤツまでこいつらに染まりやがって）

　少し温度の下がったその場の雰ふん囲い気きを和なごませるように、小樽が間に入った。

「まあまあ……ともかく、早く水着を選んじゃってくれ、な、な」

　ここはマリオネット専門のファッションブティックだ。

　店内には普段着から正せい装そう、果ては水着、下着まである。

　今日、小樽たちはここにマリオネットの水着を買いに来ていた。

　暑い、暑いという小樽のため、手っとり早く海水浴に行くことになったからだ。

「きゃっ、どれにしようかな？　これなんか似合うかな？　ね、マスター」

「小樽ぅ、どれがいいの？　ボク、小樽が好きなのにするぅ！」

「こんな小さな布きれじゃよくわからんなぁ」

「小樽様、これ、私に合うと思いませんか？」

　全員が全員、それぞれ水着をとっては小樽に意見を求めにくる。

　もちろん小樽がわかるわけもなく、ただ「うん、うん」とうなずくだけだ。

　だいたい、こういう買い物のとき、女性（この場合マリオネットだが）に男性がついていったって、役に立つわけがない。

　この世界の場合、女性がいないため、マリオネットの服装は男性が買い与えてやる。そのためにその主人の趣味がもろに反映されるのだが、小樽はそうはしなかった。彼女たちそれぞれに自由に選ばせたのだ。

　が、いちいち小樽に見せにくるとは思いもよらぬことであった。

　まだまだ小樽は女の子の気持ちの勉強が必要なようだ。

（乙女回路を持ったマリオネットってむずかしい……）

　そんな中、右へならえの態度をとらなかったマリオネットが二人いた。

　一人はブラッドベリーだ。

　いつもなら、小樽のまわりに別のマリオネットがベタベタしていたら、真っ先に怒り出すブラッドベリーが、なぜか今日は違った。

　真剣な表情で水着を選んでいる。

　この水着選びになにかあるというのか!?

（最高にセクシーな水着を買って、絶対に小樽を脳のう殺さつしてやる！）

　あらら……。

（あたしの乙女回路の中にあるデータだと……〝男は水着に弱い〟！）

　……決して間違いじゃないけど、なんかズレてない、そのデータ!?

（今度こそ……今度こそ、小樽はあたしの虜とりこさ！）

　ブラッドベリーの目はメラメラと燃えていた。

　もう一人、キャアキャア状態に迎げい合ごうしなかったのはパンターだった。

「なにやってんだ、あいつらは……！」

　吐はき捨てるようにつぶやく。

　パンターはともかく腹を立てていた。

　他の連中のノリが気に入らなかったこともある。

　だが、それ以上にパンターは自分に腹を立てていた。

　小樽のことを気にしてしまう自分に。今日だって、水着を買いにいくのを拒きよ否ひすることだってできたのだ。

「はん、海水浴に行く!?　くだらねぇ」

　とかなんとか言いながら、結局、小樽についてきてしまっている自分──

　それがどういう気持ちを表しているか、一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　それがパンターにはどうしても許せなかった。

（あんな小僧に……）

　小樽の顔が脳のう裏りに浮かぶ。が、その瞬間、熱い想おもいが乙女回路をかけめぐる。

（くそっ、くそっ、くそっ！）

　パンターはその想おもいを消そうと、必死に歯を食いしばって力を込めた。

　険けわしい表情になったまま立っていると、いきなり背後から声をかけられた。

「決まんねえのか、パンター!?」

（あ……）

　本物が立っていた。




　ドキッ……




　小樽の顔を見た瞬間、あの熱い想いが何倍にもなってパンターの乙女回路を襲おそう。

　パンターは必死になってその気持ちを抑おさえようと努力した。

　結果、ブスッと険けわしい表情のままであることは成功したようだ。

「なんでも遠えん慮りよなく選んでくれな」

「ふん」

「オレにゃ、どうもマリオネットの水着ってのはよくわかんねえ」

「ふん」

「でもさ……なんていうか……うまくは言えねえんだけど、いいよな、こういうの。みんなが選んでいるのを見てると、なんとなく仲間がいるんだなって思えて……こういうのを家族って言うのかもな」

「…………」

　小樽が感じていたのは、この世界ではほとんどあり得えない概がい念ねん──〝家族〟というものだった。テラツーではクローン技術によって人が増えるため、〝家族〟という概念がないのだ。

　小樽はその古こ語ご辞じ典てんにしか出てこない〝家族〟という言葉を復活させていた。

　いつの間にかパンターの顔から険しい表情は消え、不思議そうな、どこか感動したような顔つきになっていた。

（家族……）

　パンターにもそのニュアンスがなんとなくわかる。

　小樽が自分たちマリオネットのことをかけがえのない大切な存在だと言ってくれていることが。

「あは」

　小樽が笑った。




　ドキッ！




　パンターの乙女回路の鼓こ動どうが大きくなる。

　パンターは小樽の笑顔から目が離せなくなっていた。

（なんて無む邪じや気きに笑いやがるんだ……）

　パンターは顔を赤く染めたまま、しばらく小樽の笑みに見とれていた。

　が、やがて我に返ると、

「ふ、ふん！」

　慌あわてて口をとがらせて、明後日あさつての方向を向いた。

　凄すさまじく意い地じっ張ばりなのだ。

「じゃあ、決まったら呼んでくれな」

　小樽はそのパンターの気持ちを察さつしたらしく、その場を去っていった。

「…………」

　小樽が去った後、パンターの中で先ほどまでの自分に対する怒りがますます強くなっていた。

（なんでオレがあんな小僧に見とれて顔を赤くしなきゃならないんだ！　オレはファウスト様が……）

　打ち消しても打ち消してもパンターの中で小樽の顔が浮かぶ。そこにはファウストの入る余よ地ちはなかった。

「くそっ！」

　パンターは思いっきり近くの水着の入ったワゴンを蹴け飛とばした。




　ドカッ！




　それは数メートル飛んで、運悪くブラッドベリーが選んでいた水着の棚を直撃した。




　バキィィィィィィィッ！




「ああっ！」

　ちょうどブラッドベリーが選びに選び抜いた水着を手にとろうとしていたときだった。

「なにしやがる！」

　ブラッドベリーが叫び、パンターのほうを向いて怒ど鳴なった。

　パンターも一歩も引かずに怒鳴り返す。

「うるせーっ！　そんなとこにいるヤツが悪い！」

「なんだと！」

「はん、ブスなんかどんな水着をつけたって変わらねえよ！」

「言ったな！」

「言ったが悪いか！　ブス、ブス、ブス、ブス、ブス、ブス！」

「きぃぃぃぃぃっ、表へ出な！　勝負つけてやるよ！」

「やったろうじゃねえか！」

　もうこうなると止まらない。

　表へ出る間まもなく、ブラッドベリーが近くにあったクローゼットを持ち上げた。

「おらっ！」

　数十キロの物体が空を飛ぶ。




　ドゴォォォォォォォォォォォォッ！




「本気だね！」

　それをよけるでもなく、パンターは拳こぶしで粉々に吹き飛ばした。

「これでも食らいな！」

　続いてパンターが近くにあった棚を投げつける。

「なんの！」




　ゴゴォォォォォォォォォン！




　同じくブラッドベリーが投げた棚と空中でぶつかって、二つの棚はひしゃげて床に落下した。

「わー、こら、やめろ！」

　小樽が慌あわてて止めようとするがもちろんそんな小樽の声が聞こえる二人ではない。

　それどころか、二人が投げ合った棚が今度は小樽のもとに落っこちてきた。




　ドゴォォッ！




「おわっ！」

　ギリギリのところで直撃を免まぬがれるが、小樽は床にひっくり返ってしまう。

　これを見て、ライム、チェリー、ルクス、そして花形が激げき怒どした。

「こらっ、小樽になにするんだ！」

「マスターになにすんのよ！」

「小樽様を傷きずつけようとする人は許しません！」

「この花形美剣の小樽クンに物を投げるなんて！」

　一同、そのまま物投げ合戦に参加してしまう。




　ヒュン！　ヒュン！　ヒュン！　ドゴッ！




　棚、机、クローゼット……あらゆる物が投げつけられた。

「や、やめてください！」

「お客様、おやめください！」

「うるさい！」

「あ、あれ～っ！」




　ヒュゥゥゥゥゥゥ～ン！




　果ては止めに入ろうとした店の主人とマリオネットまで投げられてしまう始末だ。

「なにをバカなことを……帰るか」

　ただ一人、最後まで事態を静せい観かんしていたのはティーゲルだったが──




　ドカァァァァァァァァァッ！




　帰ろうとして後ろを向いたとき、後頭部にだれかの投げた机が直撃した。

　机は破片となって床に散らばる。

　その中心に、ティーゲルはわなわな震ふるえて立っていた。

「今、投げたヤツはどいつだ!?」

　般はん若にやの形ぎよう相そうとなったティーゲルは叫ぶやいなや、近くの店を支える柱を強引にむしり取る。




　メキメキメキメキ……




「おらぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　ティーゲルが柱を投げつけた瞬間、店のあちこちに一気にひびが入り──




　ピシッ！　ピシッピシッピシッ……

　ドゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォン！




「わっ！」

「きゃあ！」

「おわぁぁぁぁぁぁ！」

　轟ごう音おんとともに店は崩ほう壊かいしたのだった。




「だめだ、こりゃ……」

　瓦が礫れきと粉ふん塵じんの中で、ほこりだらけになって小樽がガックリとつぶやいた。




　　　　３




　ザパァァァァァァァァァァァ……




　絶たえ間まなく波が打ち寄せる。

　ここはショーナン海水浴場だ。

　とはいえ、実は海ではない。

　ジャポネス市内にある、巨大な波の立つプールなのだ。中は海とそっくりに作ってあって、砂浜もあれば浜はま茶ぢや屋やもある。

　凝こったことにラジコンのカモメなんぞも飛んでいる。

　ジャポネスっ子たちにとって、夏、最も人気のある娯ご楽らく施設だった。

「は～、やっぱりショーナンはいいなぁ！」

　海パン姿で、小樽が大きく伸びをした。

「小樽ぅ！」

　呼ばれて小樽は振り向いた。

「あ……！」

　ドキッとなって、小樽の顔はみるみる赤くなっていく。

　ライムが、チェリーが、ブラッドベリーが、さらにはティーゲルが、ルクスが、最後にパンターまで水着で現れたのだ。

　ライムはセパレーツのスポーティな水着を着ている。胸も形よくふくらんでいて、ライムによく似合った。

　チェリーはフリルのついたかわいらしいワンピースだ。これはこれで実にチェリーらしい。

　ルクスはハイレグのワンピースだ。胸も大きく、色気もたっぷりだ。

　ちょっと変わっているのがティーゲルだった。なんと、スクール水着なのだ。大きくふくらんだ胸のところに「てぃーげる」と名札がついている。これはこれで実に妖あやしい魅力にあふれている。

　そして、ブラッドベリーとパンターはどちらもきわどいビキニだった。はち切れんばかりの胸を覆おおっているのはわずかな布。下はもちろんＴバックで、実に目のやり場に困るスタイルだ。色はブラッドベリーが黒、パンターが白で、対照的だった。

「わ、わ、わ、わ……」

　全員がズラリと立ち並ぶと、小樽は硬こう直ちよくしたように気をつけの姿勢になってしまった。

「どうしたの、小樽？」

「べ、別に……」

　ライムが不思議そうに話しかけてくるが、小樽は硬直したまま、こわばった表情で答えた。

　修理などでライムたちの裸すら見ている小樽だが、やはり水着姿というのは別の魅み力りよくがあるようだ。

「マスター、似合います？」

「小樽様のためにこれを選びましたの」

　チェリーとルクスが小樽の両腕それぞれにすがりついてくる。

「小樽、よくわからないけど、水着っていうのはこれでいいんだろ？」

　ティーゲルがスクール水着の胸のところをひっぱって言った。

「わーっ！　それでいいから、胸のところをひっぱるな！　見えちゃうだろ！」

　ただ、ブラッドベリーとパンターだけは小樽へのアプローチもそこそこに、にらみ合っていた。

「はん！」

「ふん！」

　どうも、あのブティックでのことがまだ尾を引いているようだった。

　一いつ触しよく即そく発はつ状態。

　小樽はいてもたってもいられず、二人の間に割って入った。

「二人とも、その水着、すっごく似合ってるぜ！」

「そうかい、小樽」
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　ブラッドベリーは素直に喜ぶ。

　が、パンターは反発したようにプイッと横を向いた。

「ふん……別におまえに見せるために着たわけじゃないさ」

　その言葉に小樽よりもブラッドベリーが反応した。

「あんた、何様のつもりだい！　せっかく小樽がほめてくれたってのにさ！」

「ふん……だれもほめてくれなんて言ってないさ！」

「いちいちむかつくマリオネットだねぇ！」

「お互い様さ！」

「やるってのかい！」

「いつだってやってやるさ！」

「二人とも、やめろってば！」

　ブティックでのケンカの再戦──またも騒動が勃ぼつ発ばつしそうになったとき、思わぬ者がそれを阻そ止しすることになった。

「小樽クン！　この花形美剣の究極の素す晴ばらしい水着姿を見てくれぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　花形の登場が、その場にいた全員の意識をそちらに向けさせたのだ。ブラッドベリーもパンターすらも。

　花形はもっこりとしたラメ入り紫の派手なビキニパンツ、しかもＴバックで現れた。

　しかもジャラジャラとネックレスやらブレスレットやらをぶら下げて。

「小樽クゥ～ン！　ボクたちは、今日こそひと夏の体験を通して、結ばれるんだぁっ！」

　花形はそのまま小樽に抱きつく。

「ぎぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　小樽の悲ひ鳴めいがあがった。




　数分後、小樽たちが海に向かった後で、その場には首から下を完全に砂の中に埋うめられた花形の姿があった。

「しどいよ、小樽クゥ～ン……」




　　　　４




　小樽たちが海辺をぞろぞろと歩いていると、通り過ぎる男たちのだれもが振り返る。

　男たちは小樽たちに熱い視線を投げかけていた。

　無む論ろん、この場合小樽に向けてではない。

　小樽の連れているマリオネットたちにだ。

　だが、マリオネットを熱い視線で見た後で、男たちは悩むのだ。

　なぜ、自分はマリオネットなんかに心惹ひかれたのか、と。

（乙女回路を持つマリオネット……いや、やっぱり女ってのはすげえや）

　小樽はライムたちを誇ほこりに思う気持ちと、それとは別になんとなく優ゆう越えつ感かんを感じていた。

　小樽は男たちに言ってやりたかった。

　世の中には男同士じゃなくて、こんなにもいいものがあるんだぞ、と。

　が、肝かん心じんの優越感に浸ひたらせてくれた相手はそんなことは思わない。

「小樽ぅ、小樽ぅ、すごいね！　これが海!?」

「マスター、浮き輪を借りてもいいですか？」

「小樽様、ボートを借りてきますから、一いつ緒しよに乗りましょう」

「へえ、結構おもしろそうじゃんか！」

　ライム、チェリー、ルクス、ティーゲルの四人は、まがい物ながら、海というものを初めて目まの当たりにして、はしゃいでいた。

　そんな四人とは別に、ブラッドベリーとパンターはやっぱり不機嫌そうなままだった。

「…………」

「ふん……」

　だが、今は小樽も他の四人も、ブラッドベリーとパンターのことを気にするよりも海に夢中だ。

「それっ！」

　小樽と四人のマリオネットは熱い砂の上を一直線に海に走っていった。

「あちちちち！」




　ジャパ～ン！




　海に飛び込んでそのまま泳ぎ始める。

　それをブラッドベリーとパンターは砂浜に腰を下ろしたまま見つめていた。

「…………」

「ふん……」

　しばらくして、ブラッドベリーがポツリとつぶやくように言った。

「目め障ざわりな女だね」

「なんだと！」

　パンターがいきり立つが、ブラッドベリーはパンターのほうを見なかった。

「もう一度言ってみろ！」

「目障りだから目障りだって言ったんだ」

「貴き様さま！」

「あんた、小樽のことが好きだろう！」

　いきなりブラッドベリーがパンターのほうを向く。

　その言葉に、パンターは虚きよをつかれたように一瞬動けなくなっていた。

「あ……」

　すぐに慌あわてて首を振る。

「そ、そんなことあるわけが……」

「あるさ！」

　ブラッドベリーは自信ありげに断だん言げんした。

「あたしはあのとき、絶対に小樽を水着姿で悩殺しようと、あらゆるデータを洗い出して、もっとも小樽が興奮する水着を選んだんだ。そのとき最終選考まで残ったのがこの黒いビキニと、あんたの着ている白いビキニさ」

「あ……」

「あんたは小樽の気を引こうと、そのビキニを選んだのさ！」

「ち、違う！　単なる偶然だ！」

「偶然なんかであるわきゃない！　だいたい、小樽のことが嫌きらいだったら、さっさと長屋を出ていけばいいじゃないか！　この海水浴だってついてこなければいいじゃないか！」

「それは……」

「意地っぱり！」

「なんだと！」

　二人はキッとにらみ合った。

　ブラッドベリーは殺気すら感じさせる口く調ちようで言った。

「いいかい！　あんたが意地を張ろうがそんなことはあたしにゃ、関係ない！　だけど、小樽は絶対にあんたには渡さないよ！　あたしはね、小樽と幸せになりたいんだ！　二人で幸せにね！」

「幸せ……」

〝幸せ〟という言葉がパンターの脳のう裏りを駆かけめぐる。それは、パンターにとって新鮮な響ひびきがあった。

（オレの幸せは……!?）

　が、パンターが深く考えることをブラッドベリーは許さなかった。

「ともかく、途中で現れた泥どろ棒ぼう猫ねこに盗とられてたまるもんかい！」

「貴様ぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　泥棒猫呼ばわりされて、パンターは激げき怒どして立ち上がった。

　ブラッドベリーも構えをとる。

　またもやブティックでの騒そう動どうが繰くり返されるのか!?




　その光景をたまたま砂浜のほうを振り返った小樽が見ていた。

「あの二人、また……！」

　慌あわてて海から上がり、二人のもとに駆けつけようとする。

「待て、待て、待て、待て！　待つんだ、二人とも！」

　いざ二人の間に飛び込もうとしたとき、

「小樽殿!?　間ま宮みや小樽殿ではありませんか？」

　でっぷりと太った男がいきなり小樽の視界を占せん拠きよしていた。両脇わきに、大だい福ふく帳ちようとそろばんを持ったお付きの男が控ひかえている。

「わっ！　あ、あんたは？」

　その狸たぬき面づらした男はにこやかに名乗った。

「私は本所日本橋の商人あきんどで、狸たぬきノの国くに屋や文左右衛門と申します」

「狸ノ国屋？　狸ノ国屋といえばジャポネス一の大商人の……!?」

「そうです。以後、お見知りおきを」

　狸ノ国屋文左右衛門はジャポネス一の大商人という言い方よりも、ジャポネス一の大コンツェルンの総そう帥すいと言ったほうがよかった。商人という枠わくを超えた多角経営で、いくつもの会社を持っていた。ただちょっと強引すぎる手法に悪い噂うわさがないわけでもない。

　ちなみに、このショーナン海水浴場も彼がオーナーであった。

「その狸ノ国屋さんがなんの用でぇい？　オレは今、忙しいんでぇい！」

　文左右衛門は人当たりのいい笑みを浮かべて言った。

「そうおっしゃらずに！　実は、このジャポネスを救すくった英雄、間宮小樽殿とぜひお近づきになりたかったというわけで」

「ともかく、後にしとくんな！　オレは今、自分のマリオネットのことで……」

「そのマリオネットにも興味があるんです！　どうですか、ぜひ、小樽殿のご自じ慢まんのマリオネットを当ショーナン海水浴場の誇ほこる一大フェスティバル『美マリオネットコンテスト』にお出しになってみたら」

「はっ？　美マリオネットコンテスト……!?」

「それだよっ！」

　声は文左右衛門の向こうから響いた。

　ブラッドベリーが小樽と文左右衛門のほうを見つめていた。

「その美マリオネットコンテスト、いただくよ！」

「どういうことだ、ブラッドベリー!?」

　不思議がる小樽に応こたえず、ブラッドベリーはパンターのほうに向き直った。

「パンター、まともに戦っても埒らちがあかない！　だったらその『美マリオネットコンテスト』とやらで勝負だよ！」

「はん、くだらない、そんなこと……」

「自信がないのかい!?　そうだよねぇ。がさつなあんたがこのあたしに勝てるわけないもんねぇ」

「聞き捨てならん！　だれがだれに勝てないって！　やってやろうじゃないか！」

　意地っぱりと負けず嫌いを見事についた、ブラッドベリーの作戦勝ちであった。

「よし、決まった！　もし、あんたが勝ったらあたしはもうあんたには逆らわないよ！　けど、あたしが勝ったら、あんたは二度と小樽のまわりをうろちょろするんじゃないよ！　長屋を出ていきな！」

「おうともさ！」

「お、おい、ブラッドベリー、それにパンター……」

　小樽が申し合わせを聞いて、止めようとするが、ブラッドベリーはキッと真剣な目つきで小樽を見た。

「止めないでおくれ、小樽！　これはもうあんたにゃ関係ない！　マリオネット同士……いや、女と女の意地の張り合いなんだ！」

「え……」

　こうまではっきり言われると、小樽としてもなにも言えなくなってしまう。

「いいかい、パンター！」

「ああ！」

「そういうわけだ。オッサン、頼たのむよ！」

　ブラッドベリーに言われ、文左右衛門は太ってほとんどめり込んでいる首を必死に曲げてお辞じ儀ぎをした。

「はいはい。わかりました。これで大会に花が添そえられます」

「あ、あ、あ……」

　小樽はなにもすることができず、ただ事態の成り行きを見守るのみであった。

　バチバチとブラッドベリーとパンターの間で火花が散る。

　発ほつ端たんは小樽のことが原因にしろ、ここまでくるとまさに女のプライド同士の激突なのだ。

　もはや男は入れない世界……。

　いったいどうなるんだ、この二人の激突!?
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　小樽と二人のマリオネットのもとを離れた文左右衛門は上機嫌だった。

　この上機嫌さは、小樽のマリオネットを『美マリオネットコンテスト』に出場させることができたからというと、それだけにあらず。

「フフフフ……うまくいった」

　文左右衛門は先ほどの人のよさからはとても考えられないほどのいやらしい笑みを浮かべた。

　どうやら、本質はこちららしい。

「わしの思おも惑わく通りだな」

「旦だん那な様、おめでとうございます」

「まずは第一段階成功でございますね」

　両りよう脇わきに控えた男たちが追つい従しようする。

　文左右衛門は「がははは……」と豪ごう快かいに笑うと、舌なめずりをして言った。

「フフ……もうすぐ、あの美しいものがわしのものになる！　フフフフ……」

　どうやら、『美マリオネットコンテスト』には裏があるらしい。

　果たして、小樽と出場することになったブラッドベリー、パンターは大丈夫か!?

　悪徳商人の登場で、事態はさらにややっこしくなるような予感──
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　美マリオネットコンテスト──人工海水浴場ショーナン海岸で、一年に一回行われるこのコンテストは、いわゆる〝ミスコン〟とは少し違う。

　何度も言うようだが、この世界には〝女〟がいないのだ。女の子の代かわりであるマリオネットを見て、キャーキャー言うという感覚がない。

　見み目め麗うるわしいマリオネットを持っていたとしても、かわいらしいペットを飼かっている──とか、かっこいいプラモデルを作ったんだ──ぐらいの感覚なのだ。

　てなわけで、美マリオネットコンテストとはいっても、ペットコンクールとか、プラモデルコンテストぐらいのノリでしかなかった。

　去年までは。

　だが、今年は違った。

「おおっ！」

「すげえ！」

「ああああ……！」

　歓かん声せいが響きわたる。

　顔見せともいうべき、参加マリオネット入場式でのことだ。

　感かん嘆たんの声の中心にいるのはブラッドベリーとパンターだった。

　二人は例の黒と白のビキニ姿で立っていた。

　まわりのマリオネットがニコニコといわゆる〝作られた笑い〟でいるのに対し、二人の顔には自信のこもった笑みが浮かんでいた。

　あたしは美しいんだ！　あんたたちはあたしを見ることができて、幸せなんだよ！

　──少々高ピーだが、そんな印象だ。

　インパクトがある。

　乙女おとめ回かい路ろがかもし出す輝きとでも言おうか。

　その輝きは見た者を興奮させ、虜とりこにしていた。

　歓声はその証拠だった。

「なんだか、オレ、あのマリオネットを見てたら……」

　あちこちから生なま唾つばをのみ込む音が聞こえてくる。

　会場はもはやのぼせ上がった男たちの集会になっていた。

　これでは勝負にならない。

　コンテストに登録していたオーナーたちは早々と優勝をあきらめ、自分のマリオネットの出場を辞じ退たいさせていった。

　結局、美マリオネットコンテストはブラッドベリーとパンターの二人によって争われることになったのである。
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「二人とも、すげえぜ！」

　小お樽たるは舞台袖そでに戻もどってきたブラッドベリーとパンターに上気した顔を向けた。

　小樽もまた興奮していた。

　二人の色っぽさに……というのももちろんあるが、それ以上に会場に詰めかけた男たちを一目で夢中にさせてしまったという事実に対してである。

「ざっと実力だよ、小樽ぅ」

　ブラッドベリーが小樽にしなだれかかる。

「ふん」

　対してパンターはプイッと横を向いた。

　あんたにほめられてもうれしくないぜ、という態度を貫つらぬこうとしたのだ。

　が、小樽はそのパンターの態度に対し、リアクションをとることができなかった。

　ブラッドベリーがひっきりなしに小樽に甘え続けていたのだ。

「ねえ、小樽ぅ……小樽だって、あたしを見て興奮しただろ」

「あ、ああ、まあ……」

「う～ん、つれない態度……。いいかい、小樽、この手も、この足も、この唇くちびるも、この胸も、ぜ～んぶ小樽のものなんだよぉ」

　ブラッドベリーはビキニがはち切れそうな胸をゆさゆさと揺ゆすってみせた。

　カーッと小樽の顔が真っ赤になる。

　あいかわらずこういうことには免めん疫えきがない。

「ブ、ブラッドベリー！　こ、こんなところでそんなことを……」

　まわりには係員もパンターもいる。

　が、ブラッドベリーはまるで構っちゃいない。

「うふふ……見たいヤツには見させとけばいいのさ。特にあっちの凶きよう暴ぼうなマリオネットは小樽のこと嫌きらいなんだそうだからさぁ」

　チラッとパンターを見て、ブラッドベリーは挑ちよう発はつするように小樽に大きな胸を押しつけた。

「わぁ……！」

　小樽の顔はブラッドベリーの胸の谷間に埋うまってしまう。

　小樽はトマトよりも顔を赤くして、タラ～ッと鼻血をたらしていた。

「クッ……」

　それをパンターはにらんで見ていた。

　最初は必死に無視しようとしていたのだが、心の中にどんどんもやもやとしたものが溜たまっていったのだ。

　もやもやはブラッドベリーの挑発に対してもだが、それ以上に小樽の態度に起き因いんしていた。

（あいつ……あんなヤツにのぼせ上がりやがって！）

　いつの間にかパンターは拳こぶしを握にぎりしめていた。

　が、すぐにハッと気づいて、慌あわてて拳を振りほどいた。

（な、なにを考えてんだ、オレは……！）

　自分が今思っていたことが、いわゆる〝嫉しつ妬と〟だと、パンターは気づいたのだ。

（なんでオレが嫉妬なんか……）

　困こん惑わくしながら、パンターは必死に冷静になろうと努めた。

　が、無む駄だな努力のようだ。

「うふ～ん」




　パラッ……




　ブラッドベリーのビキニが外れ、大きな胸があらわになった。

　もちろん、故意にだ。

　そして、その光景はわずか五センチの間かん隔かくで小樽の目に飛び込んでいた。

「わぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　勢いきおいよく小樽の鼻から血が飛び出した。

　そのままのぼせて小樽はひっくり返ってしまう。

　パンターへのライバル心がそうさせるのか、今日のブラッドベリーの色気は日ひ頃ごろの二〇〇パーセント増しだった。

　見れば付近の係員たちも顔を真っ赤にして、ふらふらとその場に座り込んでいる。

　しっかりと立っていたのはパンターだけだ。




　バキッ！




　そのパンターの手がそばにあった機材を握にぎり潰つぶしていた。

　顔に浮かび上がっているのは怒り、そして嫉妬──

「なんだい、その顔は！」

　ブラッドベリーがさらに挑発するようにパンターに声をかけた。

「あんたは小樽のことをなんとも思っちゃいないって言ったろ。あたしがなにをやろうが勝手だよねぇ」

　ブラッドベリーが笑みを見せる。

　パンターは怒りでぶるぶる震ふるえていたが、ブラッドベリーに突っかかるでもなく、プイッと後ろを向いてしまった。

（勝ってやる、この試合！　絶対に！）

　このとき、パンターは真剣になった。

　もっとも、ブラッドベリーへの怒り以上にパンターを真剣にさせたものについて、パンターはわざと考えないようにしていた。

　嫉妬という単純な原因を。
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「それっ！」

「はいっ！」

「きゃぁぁっ！」

「あはは、チェリー、ヘタ！」

「なんですって！」

　ライム、チェリー、ルクス、ティーゲルの四人は砂浜でビーチボールで遊んでいた。

　ふと、ライムはあたりをキョロキョロ見回す。

（小樽、どこ行っちゃったのかな？）

　が、次の瞬間にはビーチボール遊びに夢中になっていた。

　彼女たちは、恋する乙女であるかもしれないけど、青春を謳おう歌かする少女でもあるのだ。




　さて、いよいよ美マリオネットコンテストは本番を迎えようとしていた。

　会場の客席の最前列にある審査員特別席にはあの狸たぬきノ国屋文左右衛門が陣じん取どっている。

「ンフンフンフンフフフフ……」

　文左右衛門はいやらしそうな笑いを浮かべていた。

「さすがに小樽殿のマリオネットだけになってしまったのう」

「そうでございますなぁ」

　文左右衛門の言葉に脇わきに控ひかえた男たちが大きくうなずいた。

「順当、順当」

　文左右衛門は機き嫌げんがよかった。

「フフ……もうすぐじゃ、もうすぐじゃ」

　壇だん上じようを見つめる文左右衛門の目は好こう色しよくの色に染まっていた。




　小樽はブラッドベリー、パンターとともに楽屋にいた。

　まだ鼻血が止まらないのか、鼻にティッシュを詰めている。

「本番の審査での衣装は自由に選んでいいそうだぜ」

　楽屋の押し入れには端はしから端まで衣い装しようが並んでいる。あの街のマリオネット専門ブティックよりも多い品揃ぞろえだ。

「それで、会場の客の反応を見て、審査員が優勝マリオネットを決定するんだそうだ」

「ふふん。まあ、あたしの勝ちは決まったようなもんだけどね」

　ブラッドベリーがチラッとパンターを見る。

　が、パンターはブラッドベリーのほうを見ていなかった。

　一心不乱に衣装を見つめている。

　表情も真剣だった。

「じゃあ、オレは客席で見てるから、がんばってな、二人とも！」

　小樽が出ていこうとした。

「あ、小樽、待っとくれ。せっかくだからさ、ね」

　ブラッドベリーがまたもビキニを脱ぬごうとする。

「わぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　小樽の鼻に詰めたティッシュが赤く染まった。

「バ、バカたれ！」

　小樽は慌あわてて飛び出していった。

「小樽……かわいい」

　ブラッドベリーがニッコリと小樽を見送る。

　ただ、今の行為は、小樽というよりもパンターに対しての挑ちよう発はつだったのだが、パンターは反応しない。

「はん」

　ブラッドベリーはアテがはずれたとばかり、思わず首をすくめた。

　パンターは衣装選びに集中していた。

（絶対に勝ってやる！　そのためには手段は選ばねえ！）

　パンターは燃えていた。
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　ファ～ンファファファ、ファ～ンファファファ、ファ～～～～～～～ン！




　ファンファーレとともに会場のざわつきがぴたりと止やむ。

　ついに美マリオネットコンテスト本番が始まったのだ。

「ブラッドベリー……パンター……」

　小樽は最前列のオーナー席でドキドキしながら壇上を見つめていた。

　二人の主人というよりも、父親のような、恋人のような心境だった。

「フフ……」

　そんな小樽の顔をすぐ横の文左右衛門が不敵な笑みを浮かべてのぞき見ていた。

　果たして文左右衛門の狙ねらいやいかに!?

　とりあえず、それはさておき──

「始まりやがった！」

　トップバッターはブラッドベリーだ。

　ブラッドベリーのことだから、色気満点の音楽で登場するかと思ったら、さにあらず。

　流れてきた音楽は琴こと。




　チン～トン～シャン～……♪




「おおっ！」

　観衆のどよめきが起こる。

　出てきたブラッドベリーの格かつ好こうは浴衣ゆかた姿だった。

　髪をアップにしていて、うなじがなんともいえない色いろ香かを漂ただよわせる。

　さわやかな、夏の風物ともいえる色気がそこにはあった。

　が、これだけで終わらないのがブラッドベリーだ。

「ああん……」

　色っぽい声をあげてその場にうずくまる。

　立ち上がったとき、浴衣がわずかに乱れて、胸や足が見えそで見えない状態になる！

「おおおおおっ！」

　観衆のどよめきは最高潮に達した。

　立ち上がって身を乗り出す者が続出し、中には舞台の下まで走っていこうとした者までいた。

　小樽も顔を上気させ、ブラッドベリーを見つめていた。

「い、色っぺえぜ！」

　観衆の様子を見て、ブラッドベリーはつぶやいた。

「うふふ……これであたしの勝ちは決まったようなもんだねぇ」

　確かに、今の観衆のノリでは、あとから出てくるパンターはよほどのインパクトがないとだめだ。

　ブラッドベリーは勝利を確信し、小樽に向かってウインクを一つすると、壇上の所定の場所まで下がった。

　そして、パンターの登場を待つ。

　そのパンターが音楽もなく現れた。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　観衆は最初からどよめきまくった。

「いっ……!?」

　小樽も目が点だ。

「あいつ……！」

　ブラッドベリーもキッとパンターをにらむ。

　パンターの格好は白──白衣だった。

　そう、パンターは看護婦スタイルだったのだ。

　古来より男は看護婦とスチュワーデスとセーラー服に弱い！（断言）

　他ほかに教会のシスターの格好とか、裸にエプロンだけとか、男物のぶかぶかの白いワイシャツとかもあるが、とりあえずは前記三点が定てい番ばんだろう。うへへ。

　あ、こほん……と、ともかく──

　ブラッドベリーのように別に演技をするでもなく、パンターは舞台の真ん中に立ちつくしていた。

　少し顔を赤らめて。

　本人も実際、かなり恥ずかしかったのだ。

　しかし、耐えた。

（オレは必ず勝つ！　そのためにはこのくらい……うう……）

　その恥じらいがさらに観衆の心をつかんでいた。

「ええぞ、ええぞ！」

「あ～、たまんねえ！」

「ねーちゃん、脱げ～っ！」

　騒そう然ぜんとなった観衆をなだめるのは、壇上に上がった文左右衛門だった。

「お静かに！　みなさん、お静かに！」

　喧けん噪そうがひとしきり終わった後で文左右衛門は言った。

「みなさん、それでは今より審査に移りたいと思います！　選ぶのはみなさんです！　では、最初のブラッドベリーさんのほうがよかったと思う方、拍手を！」




　わぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！




　歓声とかなりの数の拍手がまき起こった。

「では、パンターさんのほうがよかったと思う方！　拍手を！」




　わぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！




　拍手の量ではわずかに勝ったか!?

　パンターはガッツポーズで拳を握りしめ、ブラッドベリーは唇をかみしめた。

　だが、文左右衛門はう～んと難むずかしい顔になって、オーナー席の小樽を見た。

「これはほぼ同じですなぁ。小樽殿、壇上へどうぞ」

「あ、ああ」

　過か剰じように反応したのはパンターだ。

「なんだって！　今のはオレのほうがどう聞いても多かったじゃねえか！」

　が、文左右衛門はそんなパンターの声を無視して、横に立った小樽に言った。

「第二次審しん査さの必要ありですな。小樽殿もそう思われるでしょ」

「えっ、ああ、え～と、ああ……」

　小樽の性格からして、どっちが勝ったというのは無理だった。

　なにが狙ねらいかは知らないが、文左右衛門はそこも考えて小樽にふったのかもしれない。

「くっ……」

　小樽に言われたのではパンターも文句が言えない。

　今度はパンターが唇をかみしめ、ブラッドベリーは胸をなで下ろした。

「では、第二次審査を！」

　文左右衛門の声で、舞台の下から奇妙な機械がせり上がってきた。




　ガコーン！




　Ｘの形の板があり、それぞれ板の先には手足が固定できるようになっている。ちゃちなものではなく、しっかりと頑がん丈じような造りだ。

「なんだ、こりゃ？」

「マリオネットのお二人はこれに身体からだを固定してくださいな」

「なにっ!?」

　ブラッドベリーもパンターも怪け訝げんな表情をする。

　が、文左右衛門はニヤリと笑みを浮かべ言った。

「やられない方は失格となりますぞ。それでもよろしければ……」

「やってやろうじゃない！」

「オレもだ！」

　文左右衛門の言葉が終わるか終わらないうちに、二人は浴衣や看護服を脱ぎ捨て、水着になるとＸ形の板に身体を乗せた。手足の機械がうなって、二人が動けないように拘こう束そくする。




　ウィィィィィィィィィィン……




　二人は獄ごく門もんにかけられたような体勢になってしまった。

「いいぜ！」

「なんでもきやがれ！」

　不安ではあったが、それを打ち消すように二人は叫ぶ。

「ブラッドベリー……パンター……」

　むしろ、小樽のほうが心配そうであった。

「では……」

　文左右衛門が満足そうにうなずき、手を振った。




　ボォォォォォォォォォォォォォンッ！




　その瞬間、なにかが爆発し、会場は白はく煙えんに包まれた。

「な、なにぃぃぃっ!?」

「なんだぁぁぁぁぁっ!?」

「わっ！　なんだ!?　なにも見えねえぇぇっ！」

　視界をふさがれ、小樽は急速な落下の感覚を味わっていた。
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　ガクンッ！




　落下が止まった。

　徐々にまわりの煙も晴れてくる。

「なんだ、なんだ!?　いってえ、なにがあったんでぇ!?」

　煙が消えて、小樽の視界に最初に飛び込んできたのは、天井の海だった。

「いいっ!?」

　よく見れば、間にガラスがある。

　天井がガラスになっていて、その向こうは海の中なのだ。

　どうやらここは海水浴場の真下らしい。

　小樽たちは舞台ごとここに連れてこられたのだった。

「なんのマネだい、こりゃ!?」

「どういうことだ、おい！」

　身体を拘束されたまま、ブラッドベリーとパンターが叫んでいる。

　いつの間にか二人のまわりを人にん相そうの悪い男たちが取り囲かこんでいた。

「ブラッドベリー！　パンター！」

　小樽もまた男たちに取り囲まれていた。

　男たちに指示を出しているのは文左右衛門だ。

「文左右衛門さん、こりゃいってぇ、どういうことだ!?」

「ンフンフンフンフフフフフフッ！　小樽殿、こういうことですよ、こういうこと！」

「な、なにしやがるっ！」




　ガシッ！




　男たちが小樽の身体をつかまえる。

「小樽！」

「……小樽！」

　ブラッドベリーが、そして一瞬躊ちゆう躇ちよしながらパンターが叫んだ。

　文左右衛門はいやらしい笑みを浮かべて言った。

「マリオネットのお二人のデータは集めさせてもらいましたよ。あの拘束具から抜け出すことは決して不可能」

　チラッと文左右衛門がブラッドベリーとパンターを見た。

「こんなものっ！　ぐっ……ううっ！」




　ガギィィ……ガギィ……




「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」




　ガシッ……ガッ……




「……バ、バカな！」

　ブラッドベリーとパンターが渾こん身しんの力を絞しぼっても、手足の縛いましめは解とけなかった。

「ブラッドベリー！　パンター！」

　文左右衛門は欲情した目で言った。

「わしは美しいものには目がないんですよ。そして、欲しいものは必ず手に入れる」

「そうか！　てめえ、最初からブラッドベリーとパンターを狙ねらってやがったな！　このスットコドッコイ野郎！」

　小樽が怒りの声をあげて文左右衛門に突進しようとするが、男たちにつかまれていて身動きがとれない。

　悪あく徳とく商人狸ノ国屋文左右衛門の野望は達成されてしまったのか!?

　だが、文左右衛門は首を振った。

「小樽殿、あなたはなにか大きな勘違いをしていらっしゃる」

「なんだと!?」

「わしは別にこんなマリオネットたち、欲しいなどと思っておりませんよ」

「じゃあ!?」
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　ま、まさか──

「わしが美しいと言っているのは……あ・な・た！」

「いえぇぇぇぇぇ～～～っ!?」

　小樽のアゴがガクンと床までつきそうなくらい伸びた。

　文左右衛門の好色な視線は小樽に向けられていた。

　なんと、このエロジジイは小樽を見て、欲情しているのだ。

「小樽殿、あなたの活かつ躍やくを見たときから、わしは……わしは……年とし甲が斐いもなく欲情してしまったのじゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「ひぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　小樽が悲鳴をあげる。

　さすがにブラッドベリーとパンターも目が点だ。

「さあ、小樽殿、わしの愛を受け入れてくだされ！」

　文左右衛門が迫ってきた。口をチューっと突き出して。

「わー、やめろ、やめろ！」

「美マリオネットコンテストは非常に都つ合ごうのいい企画でしたわい！　あなたのまわりにいる鬱うつ陶とうしいマリオネットを排はい除じよできるし、それに……こういうこともできますぞ」

　文左右衛門がサッと手を振った。




　ヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴッ！




「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「わぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　ブラッドベリーとパンターの身体に高圧電流が流れる。

「ブラッドベリー！　パンター！　やめろ、文左右衛門！　やめてくれっ！」

　電流が止み、二人はガクッとうなだれた。

「ンフフフフフ……小樽殿、いかがですか!?　いかに頑がん丈じようなマリオネットといえども、この攻撃を繰くり返していれば壊こわれてしまいますぞ！」

「うう……」

　ブラッドベリーが必死に顔を上げて、小樽のほうを見た。

「小樽、あたしのことは気にしないどくれ！」

　だが、小樽は怒ったように叫ぶ。

「そんなことできるか、バカ！　おまえさんたち二人はオレの大切なマリオネット……いや、女だ！」

「小樽……」

（女……）

　いつしかパンターも顔を上げて、小樽を見ていた。

　小樽は真しん摯しな表情でじっと二人を見ている。

　その視線にパンターは自分へのいたわりの気持ちを感じていた。

　ふとパンターは思った。

（オレはなに意地をはってたんだろうな……あいつはいつもあんな目をして、オレを見ていてくれたのに……）

　パンターの頰ほおに熱いものが流れていた。

　マリオネットが泣いていた。

「さあ、文左右衛門、このオレを煮にるなり焼くなり好きにしろっ！」

　小樽が片意地はって叫んだ。

「ンフンフンフ……小樽殿、これをご覧ください」

　文左右衛門が指差す方向に光が灯ともる。

　そこにはなんと、ピンクの天てん蓋がい付きのベッドがあった。

「げえっ！」

「海の底で我らは結ばれるのですぞ、小樽殿！」

「……うげっ」

　気色悪さで小樽は失神しそうになった。

「小樽ぅ！」

　ブラッドベリーが悲痛な声をあげる。

　小樽を自分のためにエロジジイの餌え食じきにしたら、ブラッドベリーは生きてはいられないほど悔くやむだろう。

　だが、手足の拘こう束そくは外れなかった。

「おい、ジジイ！」

　冷静な声はパンターの口から出た。

「ずいぶんオレらのこと調べたみたいじゃねえか！　身動き一つとれやしねえ」

「ンフフフ……我が狸ノ国屋コンツェルンは完かん璧ぺきじゃよ」

「そうかい、でも一つ忘れてるぜ」

「ん!?」

「なんでオレがいつも眼がん帯たいをしていると思う？」

　水着姿になったとき、パンターは右目の眼帯を外していた。

　右目は左目に比べわずかに色が違い、眼球も大きい。

「それはこういうときのためさ！」




　バシュゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥッ！

　バリィィィィィィィィィィィィィン！




「おわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　パンターの右目からエネルギー波が飛び出し、天井の硬こう質しつガラスを砕くだく。

　パンターの右目は荷か電でん粒りゆう子し砲ほう──パンターの最後の最後の必殺兵器であったのだ。




　ドドドドドドドドドドドドドドドドッ！




「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　天井から海水が入ってくる。

　あっという間にあたりは海水にのみ込まれた。
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　ブクブクブクブク……




　小樽は水の中で意識を失いかけていた。

（ここまでか、オレも……）

　が、その小樽はスッとだれかに抱きかかえられた。

（えっ……）

　白い水着が見えた。

　やがて、唇に温かい感かん触しよくを覚おぼえる。

　酸素が肺に飛び込んできた。

（パンター……？）

　水の向こうでパンターがにっこり笑ったように見えた。




「ぶはーっ！」

　小樽とパンターがようやく水面に顔を出していた。

　少し遅おくれてブラッドベリーも顔を出す。

　水位は下がっているが、そこはショーナン海水浴場の海だった。

「あれ、小樽にブラッドベリーにパンター、どうしたの？」

　ビーチボールを持ったライムが不思議そうにこちらを見ていた。

　ティーゲル、ルクス、チェリーもいる。

「助かった……」

　小樽が大きくタメ息をついた。

　そこへブラッドベリーが飛んでくる。

「おい、ブス、いつまで小樽を抱きしめてるんだよ！」

　いつの間にかパンターは小樽を抱いた形になっていた。

　前のパンターであれば、こうブラッドベリーに切り出されたら、慌あわてて小樽を離しただろう。

　が、パンターは余よ裕ゆうの笑みを浮かべて言った。

「いいだろ、抱きたいんだから」

　その言葉にライム、ルクス、チェリーが殺到する。

「ボクも、ボクも！」

「あ～ん、あたしもマスターを抱っこしたい！」

「小樽様ァ～！」

「痛い、痛い、痛い！　わー、やめろっ！」

　ティーゲルが少しタメ息をついてその様子を見つめていた。
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　オレはたぶん、いや、間違いなく、こいつのこと好きなんだろうな……。

　どこが好きか、なんて言われたってわかるわきゃねえ。

　強しいて言うなら、いいところも悪いところも全部だ。

　惚ほれちまったら、そんなもんよ！

　オレはこいつのことが好きだ！

　こいつのそばにいたい！

　ファウスト様のことは……そのとき考えよう。

　今はこいつの温ぬくもりを感じていたいんだ！　な、小樽。
















第五章　少女の目め覚ざめ！　ライムの目覚め!?
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　ライムはまだまだ子供である。

　確かに姿形は一五歳くらいの少女に見えるが、精神年齢はずっと幼おさない。

　恋とかそういった駆け引きにはまるで疎うとく、ついつい食欲などが先に立ってしまう。

　──小お樽たるはそう思っていた。

　だが、それは小樽の大きな誤解だった。

　小樽といえども、まだまだ乙女おとめ回かい路ろのことを理解していないようだ。

　少女は成長する。心の成長は一日でガラリと変わるほどだ。

　乙女回路もまた然しかり。

　もっとも、三〇〇年来、女がいなかったこの世界で、そういうことを理解しろと言うほうが難しいかもしれない。

　小樽は一番マシなのだ。

　話を戻もどそう。

　ライムは少しずつだけど成長していた。それは乙女回路の成長だった。

　もちろん、乙女回路の成長はライムだけではない。

　みんなそうだ。

　中でもティーゲルはライムとは別の意味で、大きく変わろうとしていた。




　　　　２




「ふぁ～……そろそろ寝るかな」

　すっかり夜も更ふけて、小樽が大あくびしながら言った。

　次の瞬間、小樽がしまった！　という顔をするが、もう遅おそい。

　そのときには、マリオネットたちの表情が変わっていた。おっと、忘れていた、花形もだ。




　ドドドドドドドドドドドドドドドッ！




「小樽、小樽、ボクと一緒に寝ようね！」

「小樽の横はあたしの！」

「マスターの横は私が寝ます！」

「小樽様、私が温あたためて差し上げますわ！」

「ほら、どけよ！　オレが小樽と寝るんだぜ！」

「ええい、クズ鉄ども、どっか行け！　ボクと小樽クンのスネ毛も絡からみ合うねっとりした睡すい眠みんを邪魔するなっ！」

「花形、気色悪いぞッ！」

　騒さわぎに加わらないのは、なんとなく一歩引いた形になっているティーゲルだけだ。

「まったく、飽あきもせず……」

　ティーゲルは大きくタメ息をついた。

「と、ともかく、ジャンケンしろ、ジャンケン！」

　数十分の騒ぎの後、たいてい小樽のこの言葉で騒そう動どうは締しめくくられる。

「やったぁ！　ボクの勝ち！」

　その日勝ったのはライムだった。

　ライムは小樽の右隣の布ふ団とんをとると、勝ち誇ほこった顔で枕まくらを抱きしめた。

　左隣をとったのはチェリーで、ここまでが勝利者。チェリーはすっかりおなじみの自分だけの妄もう想そう世界に入り込んでいる。

「えへへ、マスターの横……寝ている間にいきなりマスターに……ああ、だめです、マスター！　みんなに気づかれちゃう！」

　ふぅ……幸せな娘……。

　ちなみに花形の場合は小樽がいやがるので、どんなにジャンケンで勝っても、決して栄光の位置を占めることはなかった。みじめなヤツである。

「ほっとけ！」

　それはさておき──

「じゃあ、寝るか」

　小樽がさっさと布団に入り込んだ。

　ふと横を見ると、ライムがパジャマを着ようと服を脱ぎ始めている。

　何なに気げなくそれを見ていた小樽だったが、その視線にライムが気づいて振り返った。

「あ……」

「え……!?」

　驚いたことに、振り向いたライムの顔は赤く染まっていた。

　持っていたパジャマで自分の身体からだを慌あわてて隠す。

「小樽……エッチ……」

「あ、あ、わ、わりぃ！」

　ライムが恥じらいを見せたことで、小樽も必要以上に意識して、真っ赤になって布団をかぶってしまった。

　当事者の二人はもちろん、周囲の全員がシーンとなってその現場を注視した。

　布団の中で小樽は当とう惑わくしていた。

（なんだ、オレ……なに意識してるんだ!?　ライムの裸はだかなんか見慣れているはずなのに……）

　今まではライムは小樽の前でも平気で裸になったりしていた。

　それが今日に限って。

　だが、困こん惑わくしているのはライムも一緒だった。

（あ、あれ……ボクどうしたんだろ!?）

　パジャマを抱きしめ、真っ赤になったままうつむいてしまう。

（小樽の前で着替えるなんて平気だったのに。……今、小樽に見られてるって思った瞬間、なんかカーッと身体が熱くなっちゃって……恥ずかしいって……）

　ふと、気づいて顔を上げると、目の前に自分をにらむ顔が並んでいる。

「わーっ！」

「ちょっと、ライム！　今のなんなのよ！　二人の間になにかあったの!?」
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「まさか、小樽様とふかぁ～い仲に！」

「あたしですら小樽とはエッチしてないってのに、あんた、まさか！」

「気にいらねえ！　オレは気にいらねえぞっ！」

「わっ、ちょっと、みんな！　顔が怖こわいよぉ～っ！」

　嫉しつ妬とで怒りのマリオネットに責められて、ライムはタジタジ。いつもはどこかボケた返事をして切り抜けるライムもこの日はなかなか嫉妬の嵐あらしから逃れられないでいた。

　一人、その輪に加わらなかったティーゲルは不思議そうな表情で、真っ赤になったライムを見つめていた。

　次の瞬間、ティーゲルがとった行動は、思いもよらぬものだった。

「やめなよ、あんたたち」

　なんと、ティーゲルはライムをかばったのだ。

　冷れい酷こく無む比ひ、他人を思いやる感情など、これっぽっちもなかった、あのかつてのティーゲルからすればまさに信じられない行動だった。

「えっ!?」

「ティーゲル？」

「くだらないことやってないで、さっさと寝るよ！　ほら、小樽なんかすっかり寝て……あっ！」

　小樽のほうを見たティーゲルの目が丸くなる。

　なんと、小樽の布団に花形が頭を突っ込んで、もぞもぞやっているのだ。

「小樽くぅ～ん、クズ鉄どもはあっち行っちゃったからさぁ、ボクといいことしようよォ！」

「わー、やめろ、花形！　ズボンを引っ張るなぁ～～っ！」

「なにをしてる、おまえはっ！」




　ドガァァァァァァァァァァァァッ！

　ズボォッ！




「あれぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ……」

　ティーゲルの蹴けりが決まり、花形は天井を突き破ってお空の星と化した。キラッ。

「ともかく、寝るよ！」

　ティーゲルは叫ぶと、そのまま電気を消した。

　全員がなんとなくティーゲルの迫力に押されたのか、寝床についていた。

　布団に入って、ティーゲルは改めて自分自身の行動に驚いていた。

（あたしがあの娘こをかばった……!?）

　ライムを見ているうちに、なんとなくかわいそうという気持ちがティーゲルの心にわいてきたのだ。

（他人に憐あわれみを感じるなんて……このあたしが……）

　ティーゲルは寝返りを打った。

　向こうに小樽の頭が見える。

（あいつのせいか……）

　昔と比べ、自分の態度から刺とげ々とげしさが消えていることにティーゲルは気づいていた。

　小樽と一緒に暮らし始めてからだ。

　小樽のやさしさに触れ、小樽の行動を見ているうちに影響され自分がどんどん変わっていることを知って、ティーゲルは一種の感動すら覚えていた。

（すごいヤツだよ、あんたは……。ファウスト様と比べても……）

　かつての主人、ファウストを忘れたわけではない。

　あの力強い愛し方は小樽にはないものだし、なによりも身体がそれを覚えている。

　だが、今の状況も悪くないとティーゲルは思っていた。

（ルクスやパンターのようにはできないけど……あたしは今のままで満足だね）

　ティーゲルは目を閉じた。

（おやすみ、小樽……）

　ティーゲルはゆっくりと眠りの中に入っていった。




　　　　３




　あの夜以来、ライムは今までとは違う感じで小樽を意識するようになっていた。

　今までのように、

「小樽、好き！」

　と平気で言えなくなってしまったのだ。

　無邪気な子供が少女に変わった瞬間──ライムは少しだけ恥じらいというものを知ったのかもしれない。

　そんなライムが、だれにも内ない緒しよで、あることを日課とし始めた。

　男から見たら、なんだそりゃと思えるような行為──

　それは玄関の小樽の靴くつの横に自分の靴を並べることだった。

　ある日お使いから帰ったとき、ライムは玄関で小樽の靴が散らばっているのを見かけた。

　小樽はその短気さからもわかるように、玄関でちゃんと靴を並べるなんて癖くせはない。

　ときどきチェリーやルクスがそうなった現場を見つけては、靴をきちんと並べていたが、この日はたまたまライムのほうが先に見つけることとなった。

「あ……」

　いつもだったら、そんなものは無視して行ってしまっただろう。

　しかし、この日は違った。

「…………」

　ライムは小樽の靴をきちんとそろえると、何気なく自分の靴をその横に脱いで並べてみた。

「えへへ……」

　なんとなく笑いがこみ上げてくる。

　気恥ずかしいような、甘あま酸ずっぱいような、そんな気持ちだ。

　だれかに見られていないかと、ライムは頰ほおを赤らめてあたりをキョロキョロ見回した。

　そして、だれもいないことを確認すると、満足そうにうなずくのだった。

　その日から小樽の靴の横に自分の靴を置くことをライムは日課にしたのだ。

　たとえ、だれかの靴が小樽の靴の横に置かれていても、そっと自分の靴を割り込ませてしまう。

　ささやかな行為だったが、こうすることでライムは小樽となにか強く結ばれたような気になっていた。

　そして、この行為が原因で事件が起こってしまったのだった。




　ライムが小樽の横にそっと靴を置くようになってしばらくたった日のことだ。

「ん!?」

　靴を履はこうとしたティーゲルの目に、玄関に並んだ靴が飛び込んできた。

　お使いやらバイトやらで、その日、家にいたのは小樽とライムとティーゲル、おまけで花形、の四人だった。

　そのティーゲルもそろそろバイトの時間なので出かけようとしたところであった。

　ここで少し説明すると、小樽の家に居い候そうろうしているティーゲルたちは自分の食費ぐらいはかせごうとバイトをしていた。このテラツーでは主人の代わりにマリオネットが働くなどなんのめずらしいことでもない。いや、むしろそれが普通だった。

　が、小樽はそれがどうにもいやで、ライムたちにはそういうことをさせなかったのだが、ティーゲル、ルクス、パンターの三人は自らバイトをすると宣言したのだ。

　一応、小樽はジャポネス軍の侍さむらい大将をやっているので、恩おん給きゆうのようなものが入るのだが、ティーゲルたちはそれに完全に頼ることを潔いさぎよしとしなかった。彼女たちのプライドがそれだけ強かったということか。

　ちなみに、三人がゲルマニアのジャポネス侵攻軍から持ち出した金きん塊かいはとっくに使い果たしていた。三人は力の加減を知らず、よく建物を破壊していたからであった。彼女たちにしてみれば、ほんの少しだけ力を込めたということだろうが。

「なんだ……ずいぶん汚い靴だな」

　ティーゲルが小樽の横に置いてあった靴を持ち上げた。

　ライムの靴だ。

　この前夜、雨が降って、あちこちに水たまりができていた。

　そのあたりはまだ子供の感覚なのか、ライムはいちいち水たまりを踏みつけるのが好きだったのだ。

　もちろん靴は汚れる。

　ティーゲルが見たのは、そうして酷こく使しされたライムの靴のなれの果てだった。

「ライムの靴か……」

　ティーゲルがその靴を見ながら思ったのは、これまた、前のティーゲルならとても考えられないことだった。
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（洗ってやるか……）

　ティーゲルはそのままライムの靴を持って外に出ていこうとした。

　不運だったのは、ちょうど奥から出てきたライムがそれを見てしまったことだ。

「あっ！」

　ライムにしてみれば、ティーゲルが靴を持っていってしまったことは、自分の靴を小樽の靴の横に置くという、彼女にとって今もっとも重要な行為を邪じや魔まされたとしか見えない。

「やめろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

「ライム!?」

　ライムはティーゲルに飛びかかっていた。




　バリバリィィィィィィィィィィィッ！




　ライムとティーゲルはそのまま倒れ込み、玄関をものの見事に破は壊かいしてしまう。

「なんだ、なんだ！」

「わー、玄関が！」

　奥から小樽と花形が飛び出してきて、目を丸くした。

　ライムたちによって家が破壊されるのはめずらしいことではない。

　それでも、今日のは様子が違った。

「なにするんだ！　ボクの靴を！」

「こ、こら、ライム、やめろっ！」

　ライムがティーゲルに馬乗りになって、殴なぐりかかっているのだ。

　ティーゲルがライムの腕をつかんでいるため、まだ一発も実際には当たっていないが、それでも異様な光景だった。

　どう見てもライムが無抵抗なティーゲルに突っかかっているとしか思えない。

「ライム、やめろっ！」

　ライムを止めようと、小樽が後ろからライムを引きはがそうとした。

　が、興奮したライムは冷静な判断力を失っている。

「放せぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」




　ブンッ！




「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　ライムが腕を振り回しただけで、小樽の身体はすっ飛んでしまう。




　ドガッシャァァァァァァァァン！




　そのまま奥の障しよう子じを突き破り、台所に突っ込んだ。

　ただし、背後にいた花形を巻き込んでいたため、実際に流し台にぶつかり上から落ちてきた鍋なべに頭をぶつけたのは花形だったが。

「ぐぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ……」

　そのまま気絶した花形を放ほうって、小樽は玄関に舞い戻った。

「いいかげんにしろ、ライム！」

　まだティーゲルに馬乗り状態になっていたライムを小樽は怒ど鳴なりつけた。

　小樽は怒っていた。

　もちろん自分が叩たたき飛ばされたことが原因ではない。

　無抵抗な者を殴るという行為をしたライムがどうにも許せなかったのだ。

「ライム、ここへ座れ！」

　小樽の怒りが伝わったのか、ライムがティーゲルから離れる。そのままバツが悪そうに、上うわ目め遣づかいで小樽の顔を見てきた。

　小樽はキッとライムをにらんでいる。

　さっきまで馬乗りになられていたティーゲルのほうは逆に怒った様子もなく、釈しやく然ぜんとしない表情でライムのほうを見ていた。

「ライム、なんであんなことをするんだ！」

「……だって」

「無抵抗の者に殴りかかるなんてサイテーだぞ！」

「…………」

「だいたいなにが原因なんでい？」

「……ティーゲルがボクの靴を……」

　小樽がティーゲルのほうを見る。

　ティーゲルは手にしたライムの靴を見ながら、淡々とした口調で言った。

「あたしはこの靴がやたら汚かったんで、洗ってあげようとしただけだけど……」

　ティーゲルの言葉を聞いて、小樽はライムのほうを改めて見た。

「ティーゲルは靴を洗おうとしただけだって言ってるぞ」

「……だって、ティーゲルがボクの靴を動かすんだもん」

「はっ？」

　ライムにとっては極めて重要なことも、小樽にはなんのことだかもちろんわからない。

　こういうときは悪いほう、悪いほうに解かい釈しやくしてしまうもので、小樽はライムがなにかを隠しているように思ってしまった。

「ライム、おめえ、なにかオレに隠してないか？」

「……別に」

「正直に言いな！　オレだって鬼じゃねえんだ！　ちゃんと理由を言ってティーゲルにあやまったら許してやる！」

「……ボク、あやまらないもん！」

　自分の神聖な儀式を邪魔したティーゲルは、ライムにはどうしても許せない相手だ。

　そして、ライムが意地になっているもう一つの理由は、大好きな小樽がティーゲルの肩を持っていることだった。

（小樽がボクのことを怒ってる！　ボクは小樽のことがこんなに好きなのに！）

　今のライムに理屈は通用しない。

　あの神聖な儀式はすべて小樽への愛のためなのだ。もし、ここでそれを邪魔したティーゲルにあやまってしまったら小樽との愛が崩くずれてしまう。

　ライムの想おもいはそこまで飛ひ躍やくしてしまっていた。

　とんでもない飛躍かもしれないが、ある意味、こんなことをライムが思うのも、考えてみれば画かつ期き的てきなことだった。

　ライムは意地を張っている。それは小樽との愛を貫くためだ。

　前のライムからすれば信じられない感情だ。

　ただ、ややっこしいのは、愛を貫くために対立してしまった相手が、本来愛を貫く対象である小樽であったということだ。

　もう一方の当事者であるティーゲルのほうは小樽が前面に立ってしまったことで、完全に一歩引いた形になっている。

「さあ、ライム、あやまれ！」

「やだ！」

「あやまれ！」

「やっ！」

「あやまれって言ってんだろ、このコンチクショウ！」

「やだったら、絶対やぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　なかば喧けん嘩か腰ごしになった小樽に対し、あらん限りの声を浴びせかけると、ライムはそのまま外に飛び出した。




　ドカァァァァァァァァァァァァァァッ！




「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん！」

　ライムは玄関の横の壁をぶち抜くと、泣きながら裸足はだしで走り去っていった。

　小樽はライムの声をまともに受けて、耳をキンキンさせて、その場にひっくり返っていた。

「て、てやんでえ……」

「…………」

　ティーゲルは、飛び出していったライムのほうを見ていたが、やがていまだに手に持っていたライムの靴に目をやった。

「…………」

　このときティーゲルは、ライムの想いをすんなり理解してしまっていた。ライムがなぜ怒っているかも。




　　　　４




「小樽、ライムを探しに行かなくていいのか？」

「いいんだ、あんなヤツ……」

　ライムが家を飛び出してもう一時間以上たっていた。

　その間、小樽は部屋にドカッとあぐらをかいて座り込み、決して動こうとはしなかった。

　こうなると小樽も意地っ張りだ。

「そうそう、小樽くぅ～ん、あんなガラクタはさっさと廃はい棄き処しよ分ぶんにしちゃおうよ～！　主人に逆らうなんてとんでもないマリオネットだねぇ～」

　チャンスとばかり花形がにじり寄ってくるが、ガウッとばかりに小樽が今にもかみつきそうな表情を向けると、笑顔をひきつらせたまま、ススス……と障しよう子しの向こうに消えてしまった。

「小樽！」

　ティーゲルはしばらく小樽の態度を見ていたが、やがてキッと表情を硬かたくして、小樽の頰ほおを軽く張った。




　ペシッ！




「テ、ティーゲル!?」

「小樽、このままじゃあたしはあんたのこと、嫌いになるよ！」

「えっ……!?」

　ティーゲルの真剣な表情に、小樽も思わず表情を変えた。

「あたしはね、あんたを愛している！」

　大胆な告白であった。

　が、この場の雰ふん囲い気きがその言葉をすんなりと小樽に受け入れさせていた。

「ティーゲル……」

「ルクスやパンターのようには愛情表現はできないけど、あんたのやさしさとか、マリオネットと人間を区別しないあんたの態度とかに、完全にまいってしまったのさ。けど……少しガッカリしたよ」

「…………」

「あんたはあたしたち、乙女回路を持ったマリオネットは人間の〝女〟と同じだと言った。ところがどうだい！　あんた自身、ぜんぜん女のことを理解してないじゃないか！」

「えっ、えっ!?　女のことって……？」

「女はね、理屈じゃないのさ。感情で行動するんだよ！　そして、男からすればなんでこんなものを、ということにとっても思い入れがあるのさ」

「…………」

「今回のライムがいい例じゃないか。あの子は最後まで自分の靴が小樽の靴の横にあるということにこだわっていた」

「…………」

「あの子のささやかな喜びだったんだよ。小樽の横にいられるってね。男おとこ冥みよう利りに尽きるよ、小樽」

「ティーゲル、オレは……」

　いつの間にか、小樽がガックリと肩を落としていた。

　反省しているのだ。

　自分がとんでもない思い違いをしていたことに気づいて。

（オレってやつは……）

　こんなふうに自分が悪かったと思った瞬間から、すぐに気持ちの切り替えができるのも小樽の良さであった。

　ジャポネスっ子はいつまでもウジウジしないのが信条だ。

「うおりゃっ！」




　ガンッ！




　小樽が思いっきり自分で自分の頭を殴りつけた。

「いてぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　手加減のないパンチの衝しよう撃げきで、そのまま小樽はひっくり返る。

「お、小樽!?」

　焦あせったようにティーゲルが小樽の顔をのぞき込んだ。

「へへ……すっきりしたぜぇい！」

　苦痛に顔をゆがめながらも、小樽は笑っていた。

　小樽流の自分に対してのけじめの付け方だ。

「さ、あとはライムにあやまるだけだぜ！　いてて……」

　大きなコブをさすりながら、小樽はすっきりとした表情で言った。

「バカだな……」

　なかば呆あきれ、なかば感心した口調でティーゲルが言った。

（こいつのこういうところ……好きだな。まいったよ、そんなことやってくれちゃって……）

　ティーゲルはなにかまぶしいものを見ているかのように目を細めた。

　その横から花形が小樽をのぞき込んでいる。

「小樽クン、キミってバカ？」




　ドカッ！




「ぐぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ……」

　素直な感想を口にした花形は、小樽からちゃぶ台を投げつけられ、下敷きになっていた。

　そのときだ。




　ガタタ……ガタ……




「ごめんよ、小樽いるかい!?　……なんでえ、この扉とびらボロボロだな」

　応急処置の玄関のドアが開き、ツギハギだらけの服を着た、恰かつ幅ぷくのいい男が入ってきた。

　手には十手を持っている。

「こいつは銭ぜに無なし杉すぎの親分さん。いってえどうしたんです、今日はまた？」

　男は銭無杉平次といって、小樽のいる傘張り長屋を含めたこの地区担当の十手持ち──警察官だった。

　ジャポネス警察は、地区ごとに十手持ちと呼ばれる人間の警官を置き、その下にパトセイバー部隊を配備しているのだ。

「いやな、ここのところ、マリオネット専門の誘ゆう拐かいが続発してるんで。被害がないか、こうして一軒ずつ回っているのよ。特におめえさんのところは確か、マリオネットが六体もあるんだったな」

「マリオネット専門の誘ゆう拐かい……？」

「マリオネットも決して安いもんじゃねえからな。ここのところの仕事はプロの仕し業わざだぜ。普通にやったら力で人間がマリオネットに勝てるわけがねえ」

「へ、へえ」

「せいぜいおめえさんとこも気をつけな。……邪じや魔ましたな」

　平次は用件だけ言うとさっさと去っていった。

　平次が去った後、小樽は不安げな表情で空を見つめていた。

　なにかいやな予感がするのだ。

「ティーゲル、ライムを探そう！」

「ああ」

「あいつのことだから心配ないと思うけど……」

　ちゃぶ台の下敷きになっている花形を残し、小樽とティーゲルは長屋を飛び出していった。




　　　　５




　ギコ……ギコ……




　ライムは少し離れた公園にいた。

　ブランコに乗って、うつむいている。

　靴は履はいておらず、裸足はだしのままだ。

「小樽のバカッ！」

　ライムが思いっきり地を蹴けった。




　グォォォォォォォン！




　ブランコはライムを乗せたまま、グルンと支柱のまわりを一回転する。

　この辺が普通の女の子の落ち込み方と違うところだ。

　ところで、そのライムの姿をさっきからじっと見つめている男がいる。

「…………」

　着流しにサングラスをかけている。髪は長い。サングラスで目はわからないが、それ以外は整ととのった顔立ちをしていた。

　男は木こ陰かげに立ったまま、もう一時間以上ライムを見つめていた。




　ガタッ……




　やがて、ライムがブランコから立ち上がったとき、男も動き出す。

　男はライムに近づいていった。

「こんにちは。間宮小樽さんのマリオネット、ライムさんですね」

「へっ？　ボク？」

　見知らぬ男に声をかけられて、ライムは怪け訝げんな表情をした。

　男がわずかに笑みを浮かべた。

　果たして、この男はいったい何者か!?　例の誘拐団なのだろうか!?　そして、ライムの運命は!?

　少し大おお袈げ裟さな雰ふん囲い気きで──
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　　　　１




　人のこと好きって、なんかもうめんどくさい──

　ライムはうつむいたままそう思っていた。

　小お樽たるがなにかを見ている。小樽がなにかを食べている。小樽がなにかを考えている。小樽が寝ている。小樽が……。

　小樽の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくすべてが気になる──心が高こう揚ようしているときはそのすべてが楽しかった。

　が、今の落ち込んだライムにしてみれば、そのすべてが鬱うつ陶とうしかった。

（なんでこんなに小樽のことばっか気になるんだろ……もうやだよ！）

　前は楽しいことばかりだったのに──

　ライムは、今初めて恋愛というものを、愛する小樽というものを、真正面から真剣に考え始めていたのだ。

　やはりライムは成長している。いや、ライムの乙女おとめ回かい路ろが成長しているといったほうがいいか。

　恋愛はつらく苦しいものだ。いろいろな人間関係や相手との気持ちのすれ違いで悩む。

　しかし、そんなことライムにわかるはずがない。

　だからライムはそれをめんどくさい、鬱陶しいと考えてしまったのだ。

（小樽……）

　そう思いながらも、小樽のことを考えると身体からだがカァーッと熱くなる。

「どうしたんだい？　着いたよ」

「えっ？」

　あの着き流ながしのサングラスの男が話しかけていた。

　髪の長いその男は、腰に大小二本の刀を差している。サングラスで隠しているので完全にはわからないが、顔かたちも整ととのっている。

　男に呼ばれ、慌あわててライムは顔を上げた。

　いつの間にかライムは靴屋に来ていた。彼に連れてこられたのだ。

「ほら、靴を買おう。キミに似合う靴がいっぱいあるから」

「……うん」

　なぜか男はライムが裸足はだしでいることを指し摘てきし、靴を買ってあげると言い出したのだ。

　特に拒こばむ理由もなく、ライムは男についてきた。

　この辺は純真というか、素直さが出ている。人を疑うことを知らないのだ。

　もっとも、マリオネットが他人を疑うなどということは本来はありえない。乙女回路を持ったマリオネットだけが人間と同じ、そういった感情を持っているのだ。

「キミは不思議なマリオネットだね、ライムさん」

　やさしげな口く調ちようで男が言った。

　思い悩むマリオネット──本来ならありえない代しろ物ものだ。

　このテラツーの普通の人間なら気き味み悪がるという対応も考えられたが、彼は違った。

　実に興味深そうに、しかも好意的な表情でライムを見つめているのだ。ただし、サングラスをしているので、断定はできなかったが。

　男はライムを椅い子すに座らせると、店番のマリオネットを制して、いろいろ靴を選んできては自分でライムに靴を履はかせ始めた。

「こんなのがいいかい？……それともこっちかな？　これはどうだい!?」

　ライムはなかばキョトンとして、男のされるがままになっている。

「……おじさん」

　悩むことをしばし忘れて、ライムはようやく男のほうに関心を向けた。

　男は苦笑して、靴を替える手を休めた。

「おじさんはひどいなぁ。私はまだ二七だよ。お兄さんと呼んでおくれ」

「ボクまだ生まれたばかりだもん。おじさんはおじさんだよ！」

「ショックだ……」

　さしてショックでもない様子で男は言った。

　ライムは不思議そうにさらに尋たずねる。

「ねえ、おじさんはなんでボクにそんなにやさしくしてくれるの？」

「う～ん……そうだなぁ。ボクはマリオネットが好きなんだよ」

「それだけ？」

「あともう一つ言えば、キミに興味がわいたのさ。悩むマリオネットなんてそうそういないからね」

「えっ？」

「公園でも、歩いてるときもずっと悩んで落ち込んでいただろ。いったいどうしたんだい？　よかったらわけを話してごらんよ」

「……あのね、小樽とケンカしたの」

「小樽殿と？」

　男は小樽のことを知っている口調だった。

　そういえば、公園でライムに話しかけたときから、小樽の名前を男は口にしていた。

「ボクは小樽のことがすごくすっごく好きなのに……小樽はわかってくれないんだもん」

「…………」

「小樽はティーゲルの味方をして、ボクのこと怒るし……」

「……なにがあったかはよく知らないけど、少し頭を冷やして考えたほうがいいよ」

「はにゃ？」

「小樽殿は決してキミが嫌きらいで怒ったわけじゃないから」

「なんでそんなことわかるの、おじさん？」

「小樽殿がもし私と同じような考えの持ち主だったら……マリオネットのことをちゃんと人間として扱っているのだったら、決して理り不ふ尽じんなことで怒ったりしないはずさ」

「…………」

「それに、昔のことわざでこんなのがあるんだよ。〝ケンカするほど仲がいい〟ってね」

「ケンカするほど仲がいい……」

「もう一度小樽殿としっかり話し合ってみることだよ」

「小樽と……」

「それに、案外、小樽殿は心配になってキミを捜し回っているかもしれない」

「小樽が……」

　驚いたような表情でライムは男を見た。

　男はニコニコ笑ってライムを見つめていた。




　　　　２




「ありがとうございました」

　真新しい靴を履はいて、ライムが店の外に飛び出してきた。

　あとに着流しの男が続く。

「おじさん、ありがとう」

　ありがとうは靴に対して言ったのか、それとも……。ライムは少し元気が出たようだった。

「おじさんはやめてほしいなぁ」

　男は苦笑する。

「あのね、ボクね……」

　ライムがさらになにかを男に言いかけたときだった。

「おい、おめえは小樽んとこのマリオネットじゃねえか！」

　低く太い声が響く。

　十じゆつ手てを掲かかげた恰かつ幅ぶくのいい男が立っていた。

　銭ぜに無なし杉すぎ平へい次じ次だった。

「あ、え～と……確か、銭無杉の親分さん……だっけ」

「そうよ」

　平次は着流しの男をジロジロ見ながら言った。

「小樽が捜してたぜ。オレもそいつを手伝ってたってわけよ」

「えっ、小樽が!?」

「おうともさ。さ、オレと一緒にご主人様のもとに行くぜ」

「う、うん」

　ライムは着流しの男のほうを向くと、ペコリと頭を下げた。

「おじさん、いろいろありがとう」

「ああ、元気で」

　そのまま平次と一緒に歩き出す。

　平次は着流しの男のほうをチラッと見たあと、高こう圧あつ的な態度でライムに言った。

「早くしねえか！　ご主人様に怒られるぞ！」

「えっ!?　怒られる？　小樽怒ってるの？」

「いいから、早く来い！」

「…………」

　着流しの男は怪け訝げんな表情でそれを見送っていた。
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　小樽は大通りを歩き回っていた。

「ライム……どこに行っちまったんだ？」

　なじみのハンバーガーショップが目に入る。

　今、ルクスがバイトをしている場所だった。

「まさか、ここに……？」

　小樽が店内に足を踏み入れると、かわいげな声が響ひびいてくる。

「いらっしゃいませ！」

　制服を着た数体のマリオネットが忙いそがしく客の注文を受けていた。

　ルクスはというと……いた！　制服姿がなかなかさまになっている。そして、なぜかルクスの前はひときわ長ちよう蛇だの列が連つらなっていた。

　並んだ男たちに共通しているのは、どこか上じよう気きしたような興奮したような顔つきだった。

「いらっしゃいませ、ご注文をどうぞ」

　笑顔のルクスに言われた客は上気した顔をますます赤くして、

「あ、ハ、ハンバーガーを……」

　と、しどろもどろ。

「ご一緒にポテトはいかがですか」

「あ、そ、それも……」

「ただ今コーラもお安くなっておりまぁ～す！」

「そ、それもください！」

「他ほかにもチキンナゲットもサービス価格で販売しておりまぁ～す！」

「なんでもください！　あなたの望むものならばなんでも！」

　客はほとんどルクスの言いなりだ。

「な、なんだ、こりゃ？」

　小樽は呆あきれたようにその光景を見つめていた。

「これはこれは間ま宮みやさん」

　不意に名前を呼ばれ、小樽は振り向いた。

　立っていたのはこの店の店長だ。バイトを決める日にルクスと一緒に会ったことがある。

　店長はニコニコ顔で、揉もみ手までして、小樽と向かい合っている。

「間宮さん、ホントにホントにありがとうございました！」

「えっ？　えっ？」

「いやぁ、いいマリオネットをお持ちで！　おたくのルクス君のおかげで、うちの店の売り上げは一〇倍増！　万ばん々ばん歳ざいですよ！」

「は、はあ……」

「なんて言うのかなぁ……ルクス君はいいですよ！　今までのマリオネットにない……そう、なんか身体がカーッと熱くなるというか……心がドキドキするというか」

「へ、へえ」

　ルクスのことを語る店長はまるで子供のように頰ほおを赤らめ、心から感動したように言った。

「こんなことを言っても笑わないでくださいね、間宮さん」

「えっ!?」

「私はねぇ、なんかルクス君に恋をしているかのようなんですよ」

「へ、へっ？」

「おかしいでしょ、マリオネットに恋するなんて」

「そ、そんなことありません！」

　こればっかりは小樽は大きく否定できる。

　なにせ、小樽自身がマリオネットに恋している人間だからだ。

「でもホントにね、ルクス君を見て私が感じたのは〝恋〟という言葉でしか表せないような気持ちなんですよ」

「…………」

「うちに来てるお客さんもみんなそうだと思いますよ。ほら、あの人もあんなに顔を上気させて」

　小樽はもう一度行列の男たちを見た。

　そうなのだ。男たちの顔、それは恋する男の顔なのだ。

「間宮さんがうらやましいですよ。あんな素敵なマリオネットの主人で」

　店長は心しん底そこうらやましそうに言った。

　小樽としては恐きよう縮しゆくするしかなかった。

（みんながオレと同じような気持ちを抱いだいているって？）

　それは驚おどろきでもあり、なんか晴れがましい気持ちでもあった。

「あっ、小樽様！」

「えっ？」

　カウンターでこっちを向いてルクスが手を振っている。

　その瞬間、店内の男たちの目がいっせいに小樽に集中した。

　羨せん望ぼうと嫉しつ妬との視線──

　いつの間にかカウンターを出て、ルクスは小樽の横まで来ていた。

「小樽様、もうちょっとでバイトの時間が終わるんですけど、一緒に帰りませんか？」

「あ、いや……その……よ、用事があって」

「そうですか、残念です……」

　ルクスが心底残念そうに言った。

　小樽の胸が思わずキュンとなる。ルクスのしぐさはそれほどいじらしかった。

　が、それは他の男からすればますます嫉妬と怒りをまき散らすものでしかない。

「そ、そうだ、ライム見なかったか？」

「ライムですか？　いえ、ここには来てませんけど」

「そ、そう！　じ、じゃあ、オレはこれで……」

「あ、小樽様！　あ・と・で」




　チュッ♡




　いきなり頰にキスをされ、店内は殺気すら飛び交い始めた。

　その中を小樽は、命からがらという言葉がぴったりな様子で逃げ出したのだった。




　　　　４




「着流しのサングラスの侍さむらい？」

　ティーゲルがその言葉を聞いたのは、例の公園のそばだった。

　近くにいた男が、ライムと着流しの男が公園から出ていくのを見たというのだ。

「他になにか気づいたことは？」

　ティーゲルの鋭い視線に見み据すえられて、男は蛇へびににらまれた蛙かえるのように、なかば硬こう直ちよくしたまま、知っていることを口にしていく。

　ゲルマニアのファウスト直ちよく属ぞくの親しん衛えい隊たい員いんであった過去は伊だ達てではない。

「え、え～と……靴屋に行くとかなんとか」

「他には」
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「あ、ありません」

「ご苦労」

　尋じん問もんのような問もん答どうが終わり、男はヘナヘナとその場に座り込んだ。

「靴屋か……」

　ティーゲルは公園をあとにした。




　　　　５




　小樽は今度はジャポネス市内では大して珍しくもない建設工事現場に来ていた。

　ゲルマニアの侵しん攻こうで、市内の八割が灰になってしまったジャポネスは現在、空前の建設ラッシュなのだ。

「お、やってるな」

　小樽の目に飛び込んできたのは、ニッカボッカ姿のパンターだった。

　この建設工事現場での肉体労働がパンターのバイトだ。

「ん？　ん？　ありゃ!?」

　パンターに声をかけようとした小樽は思いもよらぬ人物を見て啞あ然ぜんとなった。

　なんと、パンターのすぐ横にいるのはやはりニッカボッカ姿のブラッドベリーだった。

「ブ、ブラッドベリー」

　思わず大きな声が出る。

　その声を聞いて、パンターとブラッドベリーがこちらを向いた。

「小樽！」

「小樽ぅ！……あ、いけない」

　一瞬喜んだブラッドベリーだったが、すぐにしまったという顔になる。

　小樽はブラッドベリーがバイトをしているなんてまるで知らなかった。知っていれば一応反対しただろう。

　ということは、これは小樽には内ない緒しよで働いているということだ。

　ブラッドベリーのしまったという表情はそのことに気づいたからだった。

「ブラッドベリー、こりゃいったい？」

「だからね、小樽……あたしもちょっとばっかし家か計けいを助けようと思ってさ」

「そんなことしなくてもいいって、前に言っただろ！」

「でも……この女ばっかり働いてちゃ、あたしのプライドが……」

　この女呼ばわりされたパンターが一瞬顔をしかめるが、すぐに勝ち誇ったように言った。

「オレは小樽の所の居い候そうろうだからな！　ちゃんと小樽のために働かなくちゃな！　おまえとは違うんだよ！」

　いつものブラッドベリーの言いぐさを逆さか手てにとった嫌いやみだ。

「なんだって！　あんたなんかに負けるわけないだろ、このあたしが！」

「はん、どうだか！　小樽、オレの働きっぷりを見とくれ！　こんな女よりよっぽど役に立つからな！」

「黙りな！」

　二人の言い合いを聞いて、ようやく小樽は理解した。ブラッドベリーが働き出したのはパンターへの対たい抗こう心しんからだった。

　そういえば最近バイトから帰ってきたパンターに小樽は何度かねぎらいの言葉をかけている。そんなとき、パンターは素直に喜びを顔に出す。

　その表情を見るのが小樽は好きなのだが、ときどき背後から殺気のような強い嫉妬の視線を感じたのも事実だった。

　視線の主はブラッドベリーであった。

（ライバルねぇ……これはこれで意外とうまくいってるのかもしれねえなぁ）

　小樽はにらみ合うパンターとブラッドベリーを見ながら、ふとそんな雰ふん囲い気きを感じていた。

「はん、オレと小樽の仲がうらやましいんだろ！」

「黙だまれ！　小樽があんたのこと本気で相手にしてるわけないさね！　あたしってもんがあるんだから！」

「なにっ！」

　二人の口げんかは激しくなっていくが、小樽はまだ眺ながめているだけだ。慣れているのだ。

（こういう関係……なんて言うんだっけ？）

　二人のいがみ合いは、本当に冷さめた戦争かというとそうではない。なれ合いとまでは言わないが、なにか一つには絆きずなのようなものがあるような気がしたのだ。

（大昔……家族ってもんがあったころの……なんだっけ）

　ココに来た目的も忘れて、小樽がそんなことを思っているうちに、二人のにらみ合いはますますエスカレートしていく。

「なんだと！」

「なんだよ、やるってのか！」

「やってやろうじゃん！」

　実際、手が出始めたら、この二人のこと、ただじゃすまない。このくらいの工事現場、簡単につぶれてしまうだろう。

（そろそろやべえな……）

　タイミングを見み計はからって、小樽が間に入ろうとしたときだ。

「おう、ブラちゃん、パンちゃん、わしら先にあがるからな！」

　威い勢せいのいい声が響き、ブラッドベリーもパンターも小樽もそちらを向いた。

　体格のいい、肉体労働者の見本のようなオヤジが三人立って、笑顔でブラッドベリーとパンターを見ていた。

「おや、ゲンさん、ガンさん、ウッさん、おつかれ～！」

「あとはオレたちにまかせときなよ！」

　先ほどまでのケンカからコロッと態度を変えて、ブラッドベリーとパンターも笑顔で返事をした。

（おや？）

　これまた小樽にとっては驚おどろくべき出来事だった。

　三人のオヤジは、マリオネットであるブラッドベリーとパンターを仲間のように扱っているのだ。

　正直言えば、建設現場でのマリオネットの扱いはお世せ辞じにもよいものではない。マリオネットは道具なのだ。これほどマリオネットが道具として扱われる現場は他にないだろう。高こう賃ちん金ぎんにつられて、パンターが最初、建設現場でバイトをすると言ったとき、小樽は反対した。それは小樽も建設現場にいたことがあり、その実じつ態たいを知っていたからだ。

　ところがどうだ。

　ベテランの作業員たちがパンターとブラッドベリーを道具でなく、同じ人間の仲間のようにあいさつをしていく。

　先ほどのハンバーガー屋での出来事と同じく小樽には衝しよう撃げき的てきだった。

「ここはいつもあんなふうなのか？」

　呆ぼう然ぜんと小樽がつぶやくように言った。

「えっ？　あ、ああ……みんなおもしれえヤツばかりだぜ、小樽」

　パンターが言う。そのパンターにはあの昔の刺とげ々とげしさと高圧的な態度がない。

　ブラッドベリーもさも楽しそうに言った。

「一緒に弁当食ったり、ワイ談したり、結構なじめるんだよねぇ、ここは！」

　先ほどまでケンカしていたことも忘れ、二人はうなずき合った。

（なんて言やいいんだ……みんなどんどん変わってる！　成長してるぜ！）

「すげえぜ！　ホントにすげえぜ！」

　小樽は思わず声を出していた。

　ブラッドベリーもパンターも不思議そうに小樽を見た。

「どうしたんだい、小樽？」

「いきなり？」

「オレの中で魂たましいの野郎がガラにもなく感動してやがるのよ！　そうだぜ、みんなどんどん成長してるんだぜ！　それなのに、オレときたら……」

　小樽の中で不意にライムのことが思い出された。小樽に怒られて、いつまでも意い地じっ張ばりでいたライムのことが。

　そしてもう一つ、あのあとのティーゲルのセリフが──




『あんた自身、ぜんぜん女のことを理解してないじゃないか！』




　あのときのセリフが改めて小樽の中で大きく弾はじける。

「まったく、オレはとんでもないバカだぜ！　うわっはははははははははははははっ！」

　高笑いする小樽をブラッドベリーとパンターはポカンとして見つめていた。

　そこへちょうど買い物途中のチェリーが通りかかる。

「あ、マスター！　今日の夕食はおさかなの天ぷらですよ！」

「チェリー！」

　バイトを終えたルクスも駆けてくる。

「小樽様！　一緒に帰りましょう！」

「ルクス！」

　四人を前にしても小樽はニコニコ顔でうんうんとうなずくのみだ。

「結構、結構！　みんな結構だぜ！」

　さすがに四人のマリオネットは小樽の様子のおかしさに顔を見合わせた。

「あの、どうしたんですか、マスター？」

「小樽様？」

「なんかさっきからこの調子で」

「小樽、おかしくなったんだったら、あたしの愛で元に戻もどしてあげるよ～」

「大丈夫、大丈夫！　オレは今、燃えているんだぜぇぇぇぇぇぇっ！」

　自分の情けなさと乙女回路に対する感動と、いろいろなものが混ざり合って、気分はウルトラハイになった小樽だったが、それを氷点下にまで戻す言葉が──

「そういえば小樽、ここになにしに来たんだっけ？」

「いけねぇ！　ライムのこと忘れてたぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　顔中、口かと思えるほどの驚きよう愕がくの表情で小樽が叫んだ。




　　　　６




　さて、そのころ肝かん心じんのライムはどうしていただろうか。

　平次によってライムは、地表から一段下の階層にあるみすぼらしい掘ほっ建たて小屋に連れてこられていた。

「あれ？　こんなところに小樽がいるの？」

　さすがにライムも怪け訝げんな表情をする。

　が、小樽とケンカしているというのが判断力を鈍にぶらせていたのか、気づくのが少し遅かった。




　プスッ……




「あっ！」

　振り向いた平次にライムはいきなり注射を打たれた。

　注射というのは、もちろんマリオネット医師が使うマリオネット用の注射だ。

「えっ……なに!?　あ……」

　急速にライムの身体から力が抜けていく。

　十手持ちという公こう僕ぼくの仮面を脱ぎ捨て、平次がいかにも悪人面づらの笑みを浮かべた。

「へへへへ……いかに高性能なマリオネットといえどもこいつは効きくだろ！　マリオネット専用の弛し緩かん剤ざいだぜ！」

　マリオネット専用の弛緩剤は動どう力りよく中ちゆう枢すうから各パーツへの命令伝達を阻そ害がいする働きがある。インターフェイスを一時的に麻ま痺ひさせてしまうのである。

　意識ははっきりしていても、身体は動かない──

　ライムは唯ゆい一いつ動く口で平次に向かって叫んだ。

「おじさんはいったい!?」

「十手持ちの銭無杉の平次ってのは表の顔よ！　裏の顔はマリオネット闇やみ商しよう人にん！　〝横流しのへーさん〟よ！」

「横流しのへーさん……変な名前」

「うるせえ！　ともかく、おまえはオレの大切な商品だぜ！」

「ええっ!?」

「最近評ひよう判ばんなのよ、間宮小樽のマリオネットはな！　いくら出しても欲しいって好こう事ず家かがべらぼうにいらぁ！　記憶を消して、新しいご主人様のもとに売っ払ってやるぜ」

「やだ！　やだ！　やだ！」

　いやがるライムだが、首すら動かせない。

　平次が両手に電極を持って、ゆっくりライムに近づいてきた。

「いやがったり恐怖に震ふるえるマリオネットなんてのは初めてだぜ！　なんかそそるぜ！」

　舌なめずりをする。皮ひ肉にくなことに乙女回路の反応は平次のような悪人にまで新しい感覚を生み出していた。

「やだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「黙れぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

「そこまでだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　三つの声が交こう錯さくした。




　ジャキィィィィィィッ！




　金属と金属がぶつかる音が響き、平次の持つ電極の先端は見事に斬きり落とされた。

「て、てめえは！」

　平次の前に立って白はく刃じんをかざしていたのはあの着流しの男だった。

「銭無杉の平次！　一連のマリオネット誘ゆう拐かい事件の犯人としておまえを逮たい捕ほする！」

「な、なんだと！　くそぉぉぉぉっ！」

　平次が踵きびすを返して逃げ出した。

　が、出口へは行かず、小屋の奥にあるついたての向こう側にだ。

「なにっ!?」




　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴッ！




　機械音が響き、ついたてを壊して現れたのは口こう径けい五寸（一五〇ミリ）のリニア滑かつ腔くう砲ほうを装備した〝いろは〟式重戦車──海かい馬ばだった。ジャポネス本土決戦にも使われようとしたほとんど移動トーチカのような代物だ。

　セイバーの俊しゆん敏びんな運動に対抗するための方策としてひたすら装甲を厚くするしかないという、冗談のような考えをもとに生み出されたのがこれだった。

　もっとも一台造り出すコストで桜おう花か百体が造れるとわかったとき、幕ばく府ふがどちらを採用したかは自じ明めいの理だった。

　海馬は試作を数台造ったところでその計画そのものが中止された。

「ふはははははははははははっ！　先のゲルマニア侵攻のときに持ち出したのがこの一台よ！」

　海馬がけたたましい音を出して、ライムと着流しの男に迫せまってくる。スピードは人の歩く速さほどだ。それでもその巨体から恐るべき威い圧あつ感かんがあった。

　着流しの男は動かなかった。なぜかライムをかばうような位置から動こうとしない。

「おじさん、逃げて！」

「…………」

「おじさん！」

「最後くらいお兄さんと言ってくれないかい」

「おじさん！」

　海馬から狂気のこもった声が響いた。

「おら、死ねっ！」




　ドゴォォォォォォォォォォォォォン！




　重じゆう砲ほうが火を噴ふく。

「…………！」

　着流しの男もライムも目を閉じた。

　だが──




　ガシィィィッ！




「ちぃぃぃぃっ！」

　驚いたことに砲弾はライムたちの直前で両手で受け止められていた。

「な、なにっ!?」

「ティーゲル！」

　ライムが驚いたように叫ぶ。

　ティーゲルは聞き込みなどの地じ道みちな捜そう査さで着流しの男を追ってきて、結果的に真犯人に巡めぐり会ったのだった。

　だが、ピンチを脱出したと思ったのはほんの一瞬だった。

「うぐっ！」

　が、慣かん性せいの勢いは凄すさまじく、真剣白刃取りの要よう領りようで見事に砲弾を受け止めたティーゲルだったが、先端がその見事な胸に触れてしまった。




　ドゴォォォォォォォォォォォォォォン！




　砲弾は触れると爆発する榴りゆう弾だんだったのだ。

　爆ばく煙えんがあたりを覆おおい、その中でドサッという音が聞こえた。

　ライムの前にティーゲルが倒れ込んでいた。

　すすで黒く、服はボロボロで、一部の表皮がめくれ上がり、金属部分が見えてしまっている。

「ティーゲル！」

「ちょっとドジったね……」

「ティーゲル、ごめんね、ごめんね！」

　ライムは泣いていた。

「ライム、泣かなくても大丈夫だから。あたしは信じてるんだよ」

「えっ!?」

　ティーゲルは微笑ほほえんでいた。

「ふはははははははははははははははははっ！　死ねぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　勝ち誇った声で平次が叫んだ。

　だが、次の瞬間──




　ゴガァァァァァァァァァァァァァァァン！




　第二撃を放ったはずの海馬は、内部で大爆発を起こしていた。

　見れば砲の先端にまともに石が突き刺さっている。

　爆発はその装甲が幸いしたのか、外にまではとどかない。海馬は分ぶ厚あつい焼き場と化したのだった。

「やっぱり来てくれたね」

　ティーゲルが安心したように言った。

　石を投げたのはパンターだった。

　他にもルクス、チェリー、ブラッドベリー、そして小樽がそろっていた。

「ライム！　ティーゲル！」

　小樽が駆かけてくる。

　それを見ながらティーゲルが言った。

「仲間を信じるってのは素す晴ばらしいことだよ、ライム」

「うん」

　昔ならば決して考えられなかったティーゲルの言葉にライムは何度も何度もうなずいていた。




　　　　７




「将軍様直属の特別査さ察さつ官かん!?」

　傘かさ張はり長屋のいつもの部屋で、小樽はあの着流しの男を前にしていた。

　男はサングラスを外している。

　線の細い、なかなかの美形だ。

「目め覚ざまし正しよう士し郎ろうと申します。このたびは連続マリオネット誘拐事件を追っていたのです」

「それはそれは……」

「小樽殿のことは将軍様から聞いておりました」

「でも、なんでライムを……!?」

　正士郎は照れたように笑った。

「お恥ずかしい。実は前に街でライムさんを見かけたことがありまして。そのときからどうにも気になっておったのです」

「えっ!?」

「今、小樽殿のもとにおられる六人のマリオネットのおかげで、マリオネットを恋愛の対象と考える男たちが続出しておりまして……自分もその一人というわけです」

「は、はあ……」

　どうやらライムたちのおかげで、小樽の考え方がジャポネスでは少数派でなくなりつつあるらしかった。

（まったく、あいつらはすごいぜ！）

　テラツーにおける人類の発生は六人から始まった。

　今、人類の意識の変革は六人のマリオネットによって始まっているらしい。

「ねえねえ、あんた！　マリオネットが好きだって言うんなら、ライムなんかよりあたしのほうがいいんじゃないの？」

　小樽を背中から抱きしめて、からかい気味にブラッドベリーが顔を出した。

　が、正士郎はきわめて真ま面じ目めな口調で言った。

「いえ、自分は幼おさないほうが……」

　これには小樽もブラッドベリーも目が点だ。

　要するに正士郎はロリコンだったのだ。




　ところで、そのライムはどうしたかというと──

「ティーゲル、なんかしてほしくない？　ねえ、ティーゲル！」

　修理中のティーゲルの看かん護ご婦ふを申し出て（ついでに看護婦スタイルになって）、それはそれは迷惑なほどの手厚い看護をしていたということだった。

「……はは、人に愛されすぎるってのもつらいねぇ。小樽の気持ちがわかるよ……」

　全身を包ほう帯たいだらけにされながら、ティーゲルが大きくタメ息をついた。

　二人の様子を見て小樽は思った。

（ああそうか、確かこういうのって〝姉し妹まい〟っていうんだよな）

　小樽の顔に自然と笑みが浮かんだ。
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転章　アベルの野望










「父上……」

　男は冷たき骸むくろと化した肉体に語りかけた。

　もちろん、返事はない。

「あなたの死は我がゲルマニアにおいて、永遠に語り継つがれるでありましょう」

　わずかに豪ごう奢しやな金髪が揺ゆれている。

　泣いているのではない。

　笑っているのだ。

「フフフフ……敗北者の死として」

　強きよう靭じんな肉体を誇ほこる、若きゲルマニアの指導者は前任者の死体を踏ふみつけた。

　老人の身体、そのこめかみの部分には銃じゆう痕こんがある。

　ついさっきつけられたものだ。

　自らの手によって。

「老いて力なきものは去る……あなたが実じつ践せんしてくれましたな。これで、この国の掟おきてが決まった」

　前任者は嬉き々きとして引き金を引いたわけではない。
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　自らの意志ではない。

　が、それでも抗あがらえなかった。

　そうし向けたのは自分だったからだ。

「我が国は強くなる！　あなたがこの星に六つも国家の誕生を許したのは失敗だった！　国は一つでいい！　そして、指導者は一人でいい！」

　男は拳こぶしを握にぎりしめた。

「もっともすぐれた者だけがいればいい！　私はそれを実現する！　そして、私に力なくなったときは我が後継者が……それでいいですな、父上！」

　ファウストはもう一度、床の上の死体を見た。

　初代ファウストの口は永遠に閉じられたのだ。








《『セイバーマリオネットＪ・第三巻』完　第四巻に続く》












　物語修了時におけるジャポネスティックな座談会Ⅲ




ルクス「はい、小樽様、あ～ん」

小樽「あ、ああ……あ～ん」

ルクス「おいしいですか、小樽様」

小樽「う、うん」

ルクス「（ポッ）よかった……」

小樽「（ドキッ）」

Ｎ「見つめ合う二人……もう二人の間に言葉はいらなかった。やがて、小樽の顔がゆっくりとルクスに近づき、やさしいキス……そして、小樽の手がルクスの服を剝はぎ取っていく。一枚、二枚……生まれたばかりの姿となった二人はそのまま……」

ライム＆チェリー＆ブラッドベリー＆ティーゲル＆パンター

　「やめぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇい！」

ルクス＆小樽「おわっ！」

ブラッドベリー「変なナレーション入れるんじゃねえ！　小樽も小樽だよ、そんな新参者にうつつ抜かして！」

小樽「あ、いや、これは……」

チェリー「マスター、私のこと飽あきたんですか!?」

小樽「ち、ちょっと、チェリー！」

チェリー「私はマスターに捨てられたのね……ヨヨヨ。あの日も、あの夜も……私はマスターにあ～んなことや、こ～んなこと、挙げ句の果てに鞭むちもロウソクも三角木馬まで……でも、それもすべて思い出になってしまったんですねぇ～」

小樽「そんなことしとらんわい！」

ライム「小樽、小樽……ボクは小樽のこと信じてるからね（ニコッ）」

小樽「（ドキッ）う、うん」

チェリー「（ジト目）ライムのやつ……いつからこんな高等テクニックを……」

パンター「ルクス、あんた、抜け駆けしたね！」

ルクス「えっと……その……」

パンター「読者人気が一番で、結構いい気になってんだろ！　オレは認めねえぜ！」

ルクス「そ、そういうわけじゃ……ルンルン」

パンター「ごまかすな！」

ティーゲル「（タメ息）ふぅ～……ともかく、これじゃあいつもと変わらない！　今回の話のまとめに入るよ！」

一同「は～～～い」

ルクス「ティーゲル、すっかりおねーさん役が板についてきたわね……」

ティーゲル「そこ、黙だまって！　ともかく今回はそれぞれが個性を出し合った話だったね」

ルクス「そうそう、特にセクサドールズの三人は性格の区別がつかないって言われてたものね」

パンター「はん、このオレをこんな甘っちょろいルクスと一緒にしてくれるなってんだ！」

ルクス「なによォ！」

パンター「オレには力強い愛がある！　な、小樽！」

小樽「え、え～と……」

ティーゲル「そこ、小樽を困らせない！　作者の狙ねらいは、今回で六人の愛をそれぞれに差別化することだったそうだ」

チェリー「それぞれの愛？」

ライム「ほえ？」

ティーゲル「ほら、ここに作者から回ってきた設定書がある。呼んでみて」

ライム「え～と、え～と……無邪気な愛」

チェリー「乙女おとめチックな愛」

ブラッドベリー「色気むんむんな愛」

ルクス「静かな愛」

パンター「力強い愛」

ティーゲル「母性的な愛」

小樽「う～ん……わかったけど、まだまだ描き方が足りないような……」

ティーゲル「そこで、来るべき第四巻はそっちのほうがいろいろ詰つまったストーリーものになるそうだ」

チェリー「『セイバーマリオネットＪ』初の書き下ろしよね！」

ライム「わーい、書き下ろし、書き下ろし！」

小樽「なんかまたドタバタになりそうな……」

ブラッドベリー「そんじゃあさ、小樽、あたしの愛の形ってやつをじっくり見せてやるからさぁ……夜の街に繰くり出すよ」

小樽「いつ？」

残りのみんな「もちろん、あたしたちも！」

小樽「いいっ！」

ブラッドベリー「多少、おまけはいるみたいだけど、なに、あとでそっとふたりっきりで抜け出して、ホテル街に行っちまえば……」

チェリー「こらっ、そこ！」

パンター「てめえ、いい度胸だ！」

ライム「わーい、小樽、ホテル行こ、ホテル！」

ルクス「わかって言ってんの、この子？」

小樽「わ、ちょっと、やめろ！　こら、ライム、ズボンを離せぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

ティーゲル「（タメ息）ふぅ～……」




　　　　わいわいガヤガヤと去っていく一同──

　　　　だれもいなくなった会議室に近づいてくる足音。

　　　　バタンとドアが開いて──




花形「わー、遅れた！　命をかけた愛の狩人……花形美剣参上！　小樽クン、キミのためなら、死ねる！」




　　　　　ＳＥ（シーン……）




花形「わー、うそ！　もう座談会終わってる！　わーん、小樽くぅ～ん、どこ行ったんだよ～～～～～」




　　　　みじめな花形の叫びが夜の街に響ひびいて──











　あとがき




『セイバーマリオネットＪ』も早いものでもう第三巻になりました。

　富士見ファンタジア文庫では、今までの作品はすべて二巻までしか出していないので、いよいよ未知との遭そう遇ぐう。

　そういえば、昔、某『ビースト三獣士』が三巻まで出るっていったけど……ははは……今、止まってます……。

　ちょっと、その話題はやばいからこっちにおいといて。

　セイバーＪというのはとにかく大変だ。

　実はボクはＳＦ考証というのが苦手。

　だから、いつもファンタジーとか伝奇チックなもので逃げてるんだけど、この作品はそうはいかない。

　そこでＳＦの得意なスタッフにいろいろとアドバイスをもらってるわけだ。

　けど、彼に言わせると、

「もう少し考えてよ」

　自然環境も、クローン技術についても、兵器についても、ともかく設定がムチャクチャだそうだ。

　ご都合主義だらけ。

　ほっとけ。

　なんせボクは昔、某『テッカマンブレード』という作品で、ムチャクチャな展開をして、だいぶＳＦファンにヒンシュクを買った男だからなぁ。でも、あの作品は最初の段階でファンタジックにしていいって聞いたんだい！

　ま、それはそれとして。

　ともかく、セイバーＪに関してはなるべくＳＦチックにしていきたいと思っております。

　ただ、広い心で読んでね。





一九九六年三月　あかほりさとる






【追伸】セイバーマリオネットＪのメディア化が現在進んでいます。もう少ししたら発表できると思いますので、楽しみに待っててね。




【追伸の追伸】ＶＳ騎士ラムネ＆40炎の小説も書くことになりました。そちらもよろしく。表紙と挿さし絵はセイバーと同じくことぶきつかさ先生だ。




【追伸の三乗】ポリリン新聞はめでたく終了しました。そのかわりと言ってはなんですが、ドラゴンマガジン誌上で『セイバーマリオネットワーク』と題して、あかほりさとる事務所のＣＭやってます。よろしかったら見てね。ライムたちのコスプレが見られるよ。（志村●んとか爆れ●ハンターとかの）




【追伸の四乗】関係者各位。新宿で飲んでますので捜さがさないでください。
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セイバーマリオネットＪ
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